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進
交
会
報
の
分
冊
を
試
行

今
年
度
は
試
験
的
に
Ｙ
校
版
と
市
大
版
の

分
冊
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
分
冊
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
（
QR
コ
ー
ド
、
メ

ー
ル
、
は
が
き
の
い

ず
れ
か
で
回
答
）
を

お
願
い
し
ま
す
。

～ 人と進んで交わり、共に資質を高めよ。～

進
交
会
新
年
懇
親
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

令
和
４
年
１
月
29
日
（
土
）

　
　
　

午
前
11
時
30
分
開
宴

会
場　

崎
陽
軒
本
店　

４
階

※
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り
中
止
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
電
話
、
Ｈ
Ｐ
な

ど
で
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時計台（金沢八景キャンパス） 進交会館

横浜市大
版



�〈2〉

コ
ロ
ナ
収
束
で 

進
交
会
館
落
成
の
真
の
喜
び
を
！

一
般
社
団
法
人
進
交
会　

理
事
長　

古
屋　

文
雄

進
交
会
会
員
の

皆
様
、
昨
年
か
ら

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
り
、
当
た

り
前
の
日
常
生
活

が
大
き
く
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
様

も
緊
張
感
の
中
で
の
生
活
が
続
き
、
本
当
に
大

変
な
毎
日
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
進
交
会
館
の
感
染
拡
大
防
止

に
ご
協
力
を
頂
き
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。緊

急
事
態
宣
言
の
発
出
等
に
伴
い
、
会
員
の

皆
様
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
ラ
ウ
ン
ジ
の
「
み

な
と
倶
楽
部
」
や
貸
会
議
室
の
事
業
を
一
定
期

間
休
業
せ
ざ
る
を
得
ず
、
進
交
会
館
落
成
の
真

の
喜
び
を
会
員
の
皆
様
に
享
受
し
て
い
た
だ
け

ず
、
誠
に
残
念
な
思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
般
、
初
の
試
み
と
し
て
、
従
来
の
Ｙ
校
、

市
大
を
合
同
掲
載
し
発
行
し
て
い
た
進
交
会
報

を
、
今
回
試
験
的
に
Ｙ
校
版
、
市
大
版
に
分
冊

発
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
分
冊
に
よ
り
、

一
人
で
も
多
く
の
会
員
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
母
校
へ
の
思
い
を
深
め
、
母
校
愛

を
高
め
、
同
窓
会
（
進
交
会
）
へ
の
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
願
い
試
験
的
に

実
施
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
会
員
の
皆
様
に
お

願
い
し
た
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
要
望
は
「
持
続

可
能
な
進
交
会
」
に
向
け
て
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
人
の
つ
な
が
り
、
ふ
れ
あ

い
、
仲
間
と
の
交
流
、
会
話
の
機
会
も
減
っ
て

き
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
が
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
終
え
、
一
日
で
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
収
束
を
迎
え
、
安
心
安
全
な
生
活

が
で
き
ま
す
こ
と
を
願
う
と
共
に
、
皆
様
が
進

交
会
館
落
成
の
真
の
喜
び
を
ご
享
受
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
幸
甚
に
存
じ
ま
す

進
交
会
の
皆
様
の
ご
支
援
に

感
謝

横
浜
市
立
大
学
学
長　

相
原　

道
子

昨
年
度
の
進
交

会
報
に
て
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し

ま
し
た
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
基
金
」
に
は
、

多
く
の
皆
様
よ
り
昨
年
度
末
ま
で
に
件
数
で
約

千
五
百
件
、
金
額
に
し
て
六
千
七
百
万
円
を
超

え
る
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
う
ち
、
半

数
以
上
が
本
学
の
卒
業
生
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ

に
加
え
て
、
進
交
会
様
か
ら
は
団
体
と
し
て
、

さ
ら
に
Ｙ
校
の
卒
業
生
の
皆
様
か
ら
も
ご
寄
附

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
寄
附
金
は
、
附
属

二
病
院
の
感
染
防
止
対
策
や
医
療
従
事
者
へ
の

支
援
、
遠
隔
授
業
実
施
の
た
め
の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ

環
境
整
備
、
経
済
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
学

生
へ
の
支
援
等
、
広
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
進
交
会
様
の
ご
支

援
の
も
と
、
在
学
中
に
優
秀
な
成
績
を
修
め
た

卒
業
年
次
の
学
部
生
に
贈
る
進
交
会
賞
の
表
彰

式
を
、
昨
年
度
も
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
支
援
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
学
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
へ
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
お
り
ま

す
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
横
浜
市
立
大
学

同
窓
会
の
皆
様
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
、
食

習
慣
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
で
、
学
生

・
教
員
が
連
携
・
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の
取
り
組
み
も
今
後
の

課
題
と
考
え
ま
す
。

最
後
に
、
附
属
二
病
院
で
は
、
現
在
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
症
・
中
等
症
患

者
の
積
極
的
な
受
け
入
れ
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
す
る
学

生
へ
の
様
々
な
支
援
も
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
進
交
会
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
学
創
立
百
周
年
に
向
け

さ
ら
に
邁
進

横
浜
市
立
大
学
理
事
長　

小
山
内　

い
づ
美

進
交
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
か
ら
横

浜
市
立
大
学
に
温

か
い
ご
支
援
・
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
四
月
に
二
見
前
理
事
長
の
後
任
と
し
て

理
事
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
小
山
内
（
お

さ
な
い
）
い
づ
美
で
す
。
私
は
、
こ
の
三
月
ま

で
、
公
益
財
団
法
人
横
浜
市
男
女
共
同
参
画
推

進
協
会
の
理
事
長
を
二
年
間
、
そ
の
前
は
横
浜

市
職
員
と
し
て
栄
区
長
を
三
年
間
務
め
て
お
り

ま
し
た
。

進
交
会
の
皆
様
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
基
金
に
多
く
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

横
浜
市
立
大
学
は
今
年
度
、
第
三
期
中
期
計

画
期
間
（
六
か
年
計
画
）
の
五
年
目
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
の
総
仕
上
げ
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
令
和
五
年

度
か
ら
始
ま
る
第
四
期
中
期
計
画
を
見
据
え
、

さ
ら
な
る
大
学
の
発
展
の
た
め
の
議
論
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
四
期
中
期
計
画
の
最

終
年
に
あ
た
る
令
和
十
年
度
（
二
〇
二
八
年
）

に
は
大
学
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節

目
に
合
わ
せ
創
立
九
十
周
年
に
立
ち
上
げ
た
三

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
育
成
・

留
学
支
援
」
「
新
た
な
研
究
創
生
」
「
学
校
生

活
・
環
境
改
善
」
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と
も

に
、
医
学
部
・
附
属
二
病
院
等
再
整
備
に
向
け

た
基
本
計
画
策
定
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

百
周
年
と
そ
の
次
の
百
年
に
つ
な
が
る
未
来

を
見
据
え
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
進
交
会

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
大
学
の
百
周
年

に
向
け
て
共
に
祝
い
、
ま
た
次
の
百
年
に
向
け

て
さ
ら
な
る
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
学
・
学
生
・
地
域
の
元
気
に
役
立
つ

市
大
同
窓
会
を
め
ざ
し
て
！

市
大
同
窓
会
会
長
・
進
交
会
副
理
事
長

金
子　

延
康

横
浜
市
立
大
学

同
窓
会
（
市
大
同

窓
会
）
は
、
長
年

交
流
会
を
開
催
し

て
き
た
組
織
を
母

体
と
し
て
、
市
大
創
立
九
〇
周
年
の
節
目
の
平

成
三
〇
年
に
、
同
窓
会
の
役
割
の
充
実
の
た
め
、

進
交
会
の
も
と
に
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
同
窓
会
活
動
が
大
き
く

制
約
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
七
年
後
の
市
大
創
立

百
周
年
に
向
け
て
、
市
大
の
全
て
の
学
部
を
超

え
て
卒
業
生
が
連
携
し
、
市
大
同
窓
会
の
会
則

に
あ
る
３
つ
の
事
業
、
①
会
員
相
互
の
交
流
、

②
大
学
・
学
生
と
の
連
携
、
③
地
域
・
地
球
の

持
続
的
発
展
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ
の
貢
献
な
ど
、

オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用
し
つ
つ
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

同
窓
会
の
役
割
と
し
て
は
、
昔
を
懐
か
し
ん

で
交
流
す
る
機
会
な
ど
を
設
け
る
こ
と
も
重
要

で
す
が
、
昨
年
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、

多
く
の
会
員
が
大
学
・
現
役
学
生
と
の
連
携
や
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
へ
の
貢
献
の
役
割
を
潜
在
的
に

望
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
市
大
卒

業
生
の
会
員
は
約
３
万
人
で
す
が
、
皆
様
そ
れ

ぞ
れ
特
色
あ
る
経
験
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
お
持
ち
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
力
は
大

き
く
な
く
と
も
、
課
題
を
共
有
し
て
繋
が
れ
ば
、

大
き
な
力
に
な
り
、
難
し
い
課
題
を
も
解
決
で

き
、
貢
献
が
元
気
に
繋
が
り
ま
す
。

そ
ん
な
皆
さ
ん
の
思
い
の
実
践
と
し
て
、
こ

の
市
大
版
会
報
の
後
半
に
最
近
の
具
体
的
な
事

業
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
大
同
窓
会
は
、
会
員
が
繋
が
り
、
大
学
・
学

生
・
地
域
の
元
気
に
役
立
つ
同
窓
会
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
！　

会
員
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
楽
し
み
な
が
ら
繋

が
っ
て
、
ご
一
緒
に
一
歩
進
め
ま
し
ょ
う
！
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進
交
会
だ
よ
り

◆
事
務
局
だ
よ
り

◆
横
浜
市
大
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
基

金
』
に
寄
付

コ
ロ
ナ
禍
で
緊
急
事
態
の
市
大
病
院
と
困
窮

す
る
学
生
の
支
援
の
た
め
、
令
和
２
年
12
月
に

古
屋
理
事
長
か
ら
市
大
理
事
長
に
、
１
０
０
万

円
（
進
交
会
50
万
円
、
市
大
同
窓
会
25
万
円
、

Ｙ
校
会
25
万
円
、
計
１
０
０
万
円
）
の
寄
附
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

市
大
理
事
長
か
ら
、
「
い
た
だ
い
た
寄
附
金

は
学
生
支
援
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
」
と
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

◆
進
交
会
賞
・
奨
学
金
を
授
与

〇
市
大
生
へ
の
進
交
会
賞
の
授
与

令
和
３
年
３
月
18
日
、
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル
に

て
古
屋
理
事
長
か
ら
14
名
の
成
績
優
秀
な
学

生
に
進
交
会
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

☆
進
交
会
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

佐
々
木
啓
晶
、
山
口
紗
弥
、
阿
部
汐
里
、

今
井
佳
世
子
、
山
室
仁
美
、
滝
本
美
喜
子
、

服
部
由
佳
、
関
貫
達
、
北
田
瑛
美
、

石
井
伴
直
、
神
谷
慶
一
郎
、
井
上
愛
海
、

西
川
裕
里
香
、
岩
田
双
葉

〇
Ｙ
校
生
へ
の
奨
学
金
授
与

令
和
３
年
３
月
２
日
の
Ｙ
校
卒
業
式
で
、
成

績
優
秀
な
生
徒
７
名
に
奨
学
金
を
授
与
し
ま
し

た
。

◆
令
和
２
年
度
一
般
社
団
法
人
進
交
会
社
員
総

会コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
「
書
面
に
よ
る
表
決
」
に

変
更
し
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
第
一
号
議
案　

令
和
二
年
度
事

業
報
告
（
案
）
、
第
二
号
議
案　

令
和
二
年
度

貸
借
対
照
表
（
案
）
及
び
正
味
財
産
増
減
計
算

書
（
案
）
承
認
の
件
の
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

◆
み
な
と
倶
楽
部
・
貸
会
議
室

み
な
と
倶
楽
部
で
は
会
員
の
皆
様
が
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
以
下
の
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

・
検
温
、
手
指
消
毒
の
実
施

・
三
密
の
防
止
（
人
数
制
限
及
び
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
・
換
気

・
ア
ク
リ
ル
板
の
設
置

・
従
業
員
の
マ
ス
ク
着
用
励
行

★
ご
利
用
の
際
は
必
ず
事
前
に
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

進
交
会
Ｈ
Ｐ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！

ゼ
ミ
、
部
活
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
G
会
、
支
部
の

活
動
な
ど
の
周
知
、
交
流
・
連
携
に
広
く
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

自　令和２年　４月　１日
至　令和３年　３月３１日 　　　　　　　令和３年３月３１日現在

　（単位：円） （単位：円）
科　　       目 一般会計 特別会計 美澤基金 総合計 科　　       目 一般会計 特別会計 美澤基金 総合計

（1）経常収益 Ⅰ　資産の部
　　　基本財産受取利息 0 　1.流動資産
　　　広告料収益等 710,000 710,000 　　　現金預金 23,879,963 0 299,081 24,179,044
　　　貸室収益　 33,522,125 33,522,125 　　　未収入金 654,659 654,659
　　　共益費収益 0 　　　前払費用 0
　　　光熱費収益 0 　　流動資産合計 23,879,963 654,659 299,081 24,833,703
　　　みなと倶楽部収益 1,418,820 1,418,820 　2.固定資産
　　　文化教室収益 0 　（1）基本財産
　　　受取入会金 6,120,000 6,120,000 　　　奨学基金・定期預金 12,919,147 12,919,147
　　　受取会費 15,250,000 15,250,000 　　　基本金・定期預金 7,440,000 7,440,000
　　　　受取寄付金 30,000 30,000 　　基本財産合計 20,359,147 20,359,147
　　　　雑収入 1,821 4,327,899 10 4,329,730 　（2）特定資産
       経常収益計 22,081,821 39,268,844 30,010 61,380,675 　　　土地 28,332,089 28,332,089
（2）経常費用 　　　特定資産合計 28,332,089 28,332,089
　　　会報発行費 9,948,623 9,948,623 　（3）その他の固定資産
      その他の事業費 109,296 437,815 547,111 　　　建物 525,976,113 525,976,113
　　　行事費 0 3,960 3,960 　　　建物付属設備 1,312,958 1,312,958
　　　慶弔費 0 0 0 　　　什器備品 3,931,182 3,931,182
　　　母校関係費 1,481,300 1,481,300 　　　長期貸付金 0 76,660,662 76,660,662
　　　奨学金 1,040,000 1,040,000 　　　その他の固定資産合計 531,220,253 76,660,662 607,880,915
　　　みなと倶楽部運営費 3,838,976 3,838,976 　　固定資産合計 48,691,236 531,220,253 76,660,662 656,572,151
　　　文化教室運営費 0 0   3.事業間貸借 124,137,339 △ 124,137,339 0 0
　　　諸給 1,919,320 2,878,980 4,798,300 　　資産合計 196,708,538 407,737,573 76,959,743 681,405,854
　　　法定福利費 16,971 16,971 Ⅱ　負債の部
　　　交通費 54,971 321,039 869,819 　1.流動負債
　　　通信費 796,766 73,053 870,508 　　　前受金 0 0 0 0
　　　管理費 0 870,508 0 　　　従業員預り金 15,918 0 0 15,918
　　　修繕費 0 0 1,177,869 　　流動負債合計 15,918 0 15,918
　　　光熱費 176,309 1,001,560 155,400 　2.固定負債
　　　会議費 31,670 123,730 1,626,009 　　　前受入会金 18,635,000 18,635,000
　　　消耗品費 2,150 1,623,859 　　　預り金 0
　　　租税公課 0 74,500 74,500 　　　預り保証金 6,033,270 6,033,270
　　　固定資産税 1,345,000 1,345,000 　　　預り敷金 0
　　　減価償却費 12,135,441 12,135,441 　　　長期借入金 33,170,753 567,776,659 600,947,412
　　　支払利息 7,536,698 7,536,698 　　　固定負債合計 51,805,753 573,809,929 625,615,682
　　　保険料　 230,800 230,800       負債合計 51,821,671 573,809,929 625,631,600
　　　図書費 19,134 19,134 38,268 Ⅲ　正味財産の部
　　　諸会費 48,000 48000 　1.指定正味財産
　　　衛生費 23,800 23800 　　　奨学基金 12,919,147 12,919,147
　　　雑費 327,510 59,551 0 387,061 　　　基本金 7,440,000 7,440,000
    経常費用計 15,907,049 32,663,375 0 48,570,424 　　指定正味財産合計 20,359,147 20,359,147
　　当期経常増減額 6,174,772 6,605,469 30,010 12,810,251 　　　（うち基本財産への充当額） 20,359,147 20,359,147
　一般正味財産期首残高 118,352,948 △ 172,677,825 76,929,733 22,604,856 　2.一般正味財産 124,527,720 △ 166,072,356 76,959,743 35,415,107
　一般正味財産期末残高 124,527,720 △ 166,072,356 76,959,743 35,415,107 　　正味財産合計 144,886,867 △ 166,072,356 76,959,743 55,774,254
　指定正味財産期末残高 20,359,147 20,359,147 　　負債及び正味財産合計 196,708,538 407,737,573 76,959,743 681,405,854
  正味財産期末残高 144,886,867 △ 166,072,356 76,959,743 55,774,254

正味財産増減計算書総括表 貸借対照表総括表
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『
Ｙ
専
の
歴
史
』

～
横
浜
市
立
大
学
の
源
流
～

　

を
公
刊
し
て

齊
藤　

毅
憲
（
市
大
名
誉
教
授
）

今
年
の
一
月
に
本
書
を
横
浜
市
立
大
学
新
叢

書
の
一
冊
と
し
て
、
横
浜
の
出
版
社
・
春
風
社

か
ら
公
刊
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
は
「
横
浜
市
立
大
学
の
源
流
」
と
し
て
い
る
。

横
浜
市
立
横
浜
商
業
専
門
学
校
（
通
称
〝
Ｙ

専
〟
）
は
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
Ｙ
校
の

「
胎
内
」で
誕
生
し
、 

一
九
五
一（
昭
和
二
六
）年

に
二
三
年
と
い
う
短
い
歴
史
を
終
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
Ｙ
専
は
新
制
大
学
・
横
浜
市
立
大
学

の
な
か
に
、
そ
の
歴
史
が
引
き
つ
が
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
Ｙ
専
は
、
Ｙ
校
と
横
浜
市
大
を
結

び
つ
け
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
Ｙ
専
が
閉
校
し
て
、
す
で
に
七
〇
年

の
月
日
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
私
は
、

こ
の
結
節
の
役
割
を
担
っ
た
Ｙ
専
の
歴
史
に
光

を
あ
て
て
み
よ
う
と
考
え
た
。
ま
た
、
横
浜
市

大
に
と
っ
て
、
源
流
と
な
る
Ｙ
専
史
を
ま
と
め

て
お
く
こ
と
が
、
七
年
後
に
む
か
え
る
創
立

一
〇
〇
年
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て

き
た
。

『
横
浜
市
立
大
学
六
十
年
史
』
で
も
私
は
Ｙ

専
史
を
分
担
し
た
が
、
そ
の
際
、
Ｙ
専
の
資
料

が
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
を
感
じ
て
い
た
。
今

回
も
そ
れ
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
幸
い

な
こ
と
に
、
Ｙ
専
の
卒
業
生
に
よ
る
二
冊
の
文

集
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
を
も
と

に
し
て
な
ん
と
か
一
冊
に
ま
と
め
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
。

Ｙ
専
を
生
み
だ
し
た
Ｙ
校

Ｙ
校
は
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
に
起
源

を
も
つ
県
内
で
は
最
古
の
中
等
教
育
機
関
で
あ

り
、
来
年
は
創
立
一
四
〇
年
の
伝
統
校
で
あ
る
。

Ｙ
校
の
教
育
レ
ベ
ル
は
高
い
と
評
価
さ
れ
て
い

た
。
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
の
文
部
省
告

示
で
、
「
本
校
ヲ
高
等
ナ
ル
商
業
学
校
ト
認
定

ス
ル
、
但
シ
、
高
等
商
業
学
校
（
高
商
）
ニ
ア

ラ
ス
」
と
指
定
さ
れ
て
い
る
。

東
京
の
商
法
講
習
所
を
起
源
と
す
る
官
立
の

高
等
商
業
学
校
は
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年

に
設
立
さ
れ
、
第
二
の
官
立
高
商
と
な
る
神
戸

高
等
商
業
学
校
は
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
、

そ
し
て
神
戸
と
の
誘
致
合
戦
に
敗
北
し
た
大
阪

は
、
翌
一
九
〇
三
年
に
市
立
の
高
商
を
設
立
し

て
い
る
。

の
ち
に
明
治
の
末
期
に
は
、
長
崎
、
山
口
、

小
樽
に
高
商
が
設
立
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
高
等

教
育
機
関
が
大
幅
に
拡
張
さ
れ
た
大
正
期
に
は

全
国
に
八
校
の
官
立
高
商
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

最
初
の
三
校
は
の
ち
に
高
商
か
ら
商
業
大
学

に
昇
格
し
て
「
三
商
大
」
と
な
り
、
そ
の
下
に

高
商
が
位
置
す
る
構
造
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ

の
商
大
と
高
商
の
二
重
構
造
は
、
新
制
大
学
の

発
足
ま
で
つ
づ
く
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
さ
き
の
文
部
省
告
示
は
、
国
が

高
商
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
時
期
の

も
の
で
あ
る
。
「
別
格
高
商
」
と
い
わ
れ
、
Ｙ

校
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
は
評
価
さ
れ
て
い
た
が
、

文
部
省
が
Ｙ
校
を
高
商
と
し
て
は
認
め
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
た
が
っ
て
、
Ｙ
校
に
は
高
商
へ
の
昇
格
が

求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
を
果
す
べ
く
、
ま
ず
、

一
九
九
二
（
明
治
二
五
）
年
か
ら
本
町
外
十
三

ヶ
町
区
会
立
に
な
っ
て
い
た
Ｙ
校
の
横
浜
市
へ

の
移
管
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
一
九
一
七
（
大

正
六
）
年
に
実
現
し
て
い
る
。

Ｙ
専
設
立
が
遅
れ
た
理
由

し
か
し
、
Ｙ
校
の
昇
格
と
、
Ｙ
専
の
誕
生
が

具
体
化
す
る
に
は
、
そ
れ
か
ら
ほ
ぼ
十
年
を
要

す
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
こ
れ
だ
け
の
時
間
が

必
要
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
は
、
主

に
ふ
た
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
「
別

格
高
商
」
と
言
わ
れ
、
独
自
の
発
展
を
志
向
し

て
い
た
Ｙ
校
の
プ
ラ
イ
ド
の
高
さ
と
、
画
一
的

な
教
育
制
度
の
枠
組
み
の
な
か
で
の
み
Ｙ
校
の

昇
格
を
認
め
よ
う
と
い
う
文
部
省
の
中
央
集
権

的
な
考
え
方
に
、
対
立
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
私
は
考
え
て
い
る
。

一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
、
Ｙ
校
は
独
自
の

七
年
制
の
中
等
商
業
学
校
と
な
り
、
こ
れ
を
テ

コ
に
昇
格
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
間

の
経
過
は
省
略
す
る
が
、
Ｙ
校
は
最
終
的
に
、

尋
常
小
学
校
卒
業
を
条
件
と
す
る
本
科
五
年
と
、

旧
制
中
学
校
卒
を
条
件
と
す
る
専
修
科
二
年
と

な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
も
昇
格
は
か
な
わ
ず
、

専
修
科
の
年
限
を
一
年
間
延
長
し
て
三
年
制
と

し
、
よ
う
や
く
Ｙ
専
の
設
立
が
可
能
に
な
っ
た
。

こ
こ
に
お
い
て
本
科
は
Ｙ
校
と
し
て
残
り
、
そ

し
て
三
年
制
の
専
修
科
が
Ｙ
専
に
な
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
関
東
大
震
災
の
影
響
で
あ
る
。

一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
九
月
に
、
横
浜
市

会
で
Ｙ
校
昇
格
の
具
体
策
を
可
決
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、
直
前
に
関
東
大
震
災
が
発
生

し
、
昇
格
の
計
画
は
頓
挫
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
Ｙ
校
の
校
舎
も
倒
壊
し
た
た
め
、
昇
格

よ
り
も
む
し
ろ
再
建
に
と
り
か
か
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
不
運
な
こ
と
に
、

長
年
に
わ
た
っ
て
校
長
を
務
め
て
い
た
Ｙ
校
の

精
神
的
主
柱
・
美
澤
進
が
こ
の
よ
う
な
状
況
の

な
か
で
死
去
し
て
い
る
。

早
期
に
充
実
し
た
Ｙ
専

Ｙ
専
は
、
設
立
後
の
早
い
時
期
に
充
実
さ
せ

て
い
る
。
Ｙ
校
の
校
長
事
務
取
扱
・
矢
田
長
之

助
の
陣
頭
の
も
と
に
、
Ｙ
校
の
校
舎
を
一
部
借

用
し
て
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
矢
田
は
Ｙ
専

も
兼
任
し
、
Ｙ
校
の
三
名
の
教
員
が
Ｙ
専
の
教

授
、
二
名
が
助
教
授
に
就
任
し
て
い
る
講
師
レ

ベ
ル
で
は
十
七
名
中
六
名
が
Ｙ
校
と
兼
任
し
て

い
た
。
要
す
る
に
、
Ｙ
専
の
設
立
時
は
ま
さ
に

Ｙ
校
丸
抱
え
の
感
が
強
か
っ
た
。

Ｙ
校
生
と
Ｙ
専
生
が
Ｙ
校
の
校
舎
に
同
居
し

て
お
り
、
Ｙ
専
設
立
時
の
生
徒
用
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
は
両
校
共
用
の
一
冊
で
あ
り
、
Ｙ
校
の
名

で
発
行
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
両
校
は
、
一
体

化
し
た
「
オ
ー
ル
Ｙ
校
」
で
あ
っ
た
。

矢
田
の
あ
と
、
武
田
英
一
が
校
長
事
務
取
扱

と
な
り
、
優
秀
な
教
員
集
め
に
努
力
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
、
山
口
高

等
商
業
学
校
か
ら
前
田
幸
太
郎
が
専
任
校
長
に

招
か
れ
、
Ｙ
専
の
充
実
に
専
念
す
る
。

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
ま
で
Ｙ
校
校
長

も
兼
任
す
る
。

前田幸太郎校長
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前
田
は
自
由
な
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
考
え
方
を
重

視
し
、
教
員
採
用
に
心
を
配
る
と
と
も
に
、
翌

三
三
（
昭
和
八
）
年
に
は
、
横
浜
の
貿
易
を
振

興
さ
せ
る
た
め
に
、
「
横
浜
経
済
研
究
所
」
を

設
置
し
て
い
る
。
教
員
た
ち
は
こ
こ
を
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
し
て
出
色
の「
ア
メ
リ
カ
研
究
」

を
生
み
だ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
米
関
係
が

悪
化
す
る
な
か
で
こ
の
研
究
は
中
断
せ
ざ
る
を

え
な
く
な
る
。

東
京
商
科
大
学
（
東
京
高
商
か
ら
昇
格
）
出

身
の
教
師
を
中
心
に
研
究
・
教
育
面
の
充
実
が

は
か
ら
れ
た
が
、
教
育
施
設
の
ほ
う
は
Ｙ
校
依

存
が
つ
づ
き
、
貧
弱
で
あ
っ
た
。
と
く
に
学
生

た
ち
の
独
立
校
舎
へ
の
要
望
は
強
か
っ
た
。

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
、
中
区
の
貿
易
商
・

松
浦
吉
松
の
篤
志
な
ど
を
も
と
に
し
て
、
Ｙ
校

構
内
に
Ｙ
専
専
用
の
二
階
建
て
校
舎
が
建
設
さ

れ
、
学
生
た
ち
は
自
分
た
ち
だ
け
の
居
場
所
を

持
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
三
年
後
に

よ
う
や
く
の
こ
と
、
研
究
室
、
研
究
所
を
併
設

し
た
図
書
館
が
完
成
し
て
い
る
。

戦
時
下
に
お
け
る
Ｙ
専
の
危
機

Ｙ
専
の
設
立
は
遅
れ
た
が
、
比
較
的
早
期
に

充
実
し
、
高
い
社
会
的
評
価
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。

し
か
し
、
戦
時
体
制
へ
移
行
す
る
に
つ
れ
て
、

Ｙ
専
は
以
下
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
ひ
と

つ
目
は
早
瀬
利
雄
、
小
原
敬
士
と
い
う
若
い
力

の
あ
る
教
員
二
名
が
治
安
維
持
法
違
反
を
理
由

に
検
挙
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
四
〇
（
昭

和
十
五
）
年
の
こ
と
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
戦
争

終
了
前
に
学
校
に
も
ど
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

学
問
の
自
由
は
き
び
し
い
弾
圧
を
う
け
て
い
る
。

ふ
た
つ
目
は
、
国
は
「
商
業
無
用
論
」
の
も

と
、
商
業
教
育
を
軽
視
し
、
不
要
と
す
る
動
き

を
強
め
た
こ
と
で
あ
る
。
商
業
よ
り
も
工
業
や

経
済
の
教
育
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
官

立
の
横
浜
高
商
に
つ
い
て
は
、
名
称
を
変
更
し

つ
つ
も
残
存
さ
せ
る
が
、
同
じ
地
区
に
あ
る
Ｙ

専
は
廃
止
す
べ
き
と
さ
れ
る
。
横
浜
市
は
こ
の

国
の
意
向
に
し
た
が
い
、
か
わ
り
に
医
学
専
門

学
校 （
横
浜
医
専
、横
浜
市
大
医
学
部
の
前
身
）

の
設
立
を
決
定
す
る
。

専
任
校
長
の
前
田
幸
太
郎
と
鈴
木
忠
治
（
味

の
素
二
代
目
社
長
）
ら
の
Ｙ
校
の
卒
業
生
の
努

力
と
決
断
に
よ
っ
て
、
学
生
定
員
の
半
減
化
と

校
舎
の
横
浜
医
専
へ
の
明
け
渡
し
を
条
件
に
し

て
、
Ｙ
専
は
か
ろ
う
じ
て
存
続
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。
経
済
専
門
学
校
と
名
称
を
変
え
た
Ｙ

専
は
再
び
Ｙ
校
の
校
舎
に
戻
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
Ｙ
校
に
つ
い
て
は
学
生
定
員
の
減
少

は
あ
っ
た
も
の
の
、
県
内
唯
一
の
商
業
学
校
と

し
て
認
め
ら
れ
、
残
存
す
る
。
そ
し
て
、
県
内

の
他
の
中
等
商
業
学
校
は
す
べ
て
他
へ
の
転
換

を
求
め
ら
れ
た
。

三
つ
目
は
戦
争
は
勤
労
動
員
、
学
生
の
応
召
、

大
空
襲
な
ど
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、

学
生
も
教
員
も
苦
し
い
状
況
に
お
か
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
に

終
戦
を
迎
え
、
一
ヵ
月
後
に
行
わ
れ
た
卒
業
式

（
六
ヵ
月
の
繰
り
あ
げ
卒
業
）
の
話
は
、
あ
ま

り
に
も
つ
ら
い
も
の
で
あ
っ
た
。

戦
後
の
Ｙ
専
と
横
浜
市
立
大
学
へ

存
続
の
危
機
に
あ
っ
た
Ｙ
専
で
は
、
教
師
の

な
か
に
転
出
す
る
人
材
も
い
た
が
、
戦
後
、
早

瀬
や
小
原
の
復
帰
や
教
員
の
補
充
に
よ
り
、
学

校
は
徐
々
に
再
生
し
て
い
く
。

ま
た
、
戦
時
中
に
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
学
生
が
集
ま
り
、
知
的
欲
求
を
満
た
そ

う
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
敗
戦
後
の
経
済
不
振
、

食
糧
難
、
住
宅
難
な
ど
の
社
会
経
済
的
な
環
境

の
も
と
で
は
、
学
生
の
生
活
は
き
び
し
く
、

「
ア
ル
バ
イ
ト
」
を
行
う
こ
と
で
学
資
や
生
活

費
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
に
Ｙ
校
と
Ｙ
専

は
Ｙ
校
の
六
十
五
周
年
の
記
念
祝
賀
会
を
き
わ

め
て
盛
大
に
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
、
Ｙ
校
と
Ｙ
専
は
戦
後
の
再
生
を
強
く
ア

ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
同
時
に
、
こ
の
記
念
祝
賀
会
は
「
オ

ー
ル
Ｙ
校
」
の
終
わ
り
を
も
意
味
し
て
い
た
。

翌
年
、
新
し
い
学
制
に
よ
っ
て
Ｙ
校
は
現
在
の

校
名
と
な
り
、
翌
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年

に
は
Ｙ
専
の
ほ
う
は
横
浜
市
立
大
学
商
学
部
と

改
称
さ
れ
て
、
Ｙ
校
構
内
か
ら
現
在
の
金
沢
八

景
の
地
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、

Ｙ
専
は
在
学
生
の
卒
業
を
待
っ
て
、
一
九
五
一

（
昭
和
二
六
）
年
に
閉
校
し
て
い
る
。

評
価
す
べ
き
は
Ｙ
専
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

高
商
の
教
育
は
大
学
と
ち
が
っ
て
実
践
的

（
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
）
で
あ
る
。
Ｙ
専
も
そ
の

点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
田
の
Ｙ
専

は
自
由
な
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
を
尊
重
し
、
若
い
教

師
た
ち
は
懸
命
に
研
究
に
と
り
組
ん
で
い
た
。

他
方
、
少
人
数
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
重
視
の
方
針

の
も
と
で
、
Ｙ
専
生
も
一
生
懸
命
に
学
習
し
て

い
る
。
小
原
敬
士
は
「
教
員
は
み
ん
な
よ
く
勉

強
し
た
。
そ
し
て
、
学
生
諸
君
も
よ
く
勉
強
し

た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
で
、
Ｙ
専
で
は
教

員
と
学
生
と
の
協
働
に
よ
っ
て
Ｙ
専
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ

そ
が
Ｙ
専
の
精
髄
で
あ
り
、
評
価
す
べ
き
も
の

で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
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コ
ロ
ナ
禍
の

「
ゴ
ッ
ド
ハ
ン
ド
輝
」

～
漫
画
家
が
漫
画
で
学
ん
だ
こ
と
～

漫
画
家　

山
本　

航
暉
（
平
元
文
理
卒
）

「
漫
画
家
に
お
会
い
し
た
の
は
初
め
て
で
す
。」

実
は
そ
う
言
わ
れ
る
こ
と
が
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
私
か
ら
見
れ
ば
カ
フ
ェ
な
ど
で
「
あ
あ
、

御
同
業
者
さ
ん
だ
な
」
と
思
う
こ
と
も
多
々
あ

る
の
で
す
が
、
一
般
の
人
に
は
見
分
け
ら
れ
な

い
の
で
し
ょ
う
。

実
際
、
漫
画
家
な
ん
て
漫
画
を
描
い
て
な
け

れ
ば
本
当
に
普
通
の
人
で
す
か
ら
。

そ
ん
な
わ
け
で
私
の
代
表
作
は
医
療
漫
画
の

「
ゴ
ッ
ド
ハ
ン
ド
輝
」
。

週
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
で
２
０
０
１
年
か
ら

２
０
１
２
年
ま
で
10
年
以
上
連
載
し
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ

で
ド
ラ
マ
化
に
。

昨
年
は
１
０
年
ぶ
り
に
「
ゴ
ッ
ド
ハ
ン
ド
輝

〜
沈
黙
の
コ
ロ
ナ
２
０
２
０
」
を
発
表
し
、
有

難
い
こ
と
に
単
行
本
は
全
63
巻
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
子
供
の
頃
は
よ
く
「
漫
画
ば
か
り
読
ん

で
な
い
で
勉
強
し
ろ
」
と
叱
ら
れ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
が
今
やM

A
N

GA

は
世
界
語
に
な
り
、

漫
画
家
は
む
し
ろ
憧
れ
の
職
業
に
な
り
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
直
前
の
ド
タ
バ
タ
が
あ
り
な

が
ら
も
漫
画
と
ア
ニ
メ
で
開
会
式
を
乗
り
越
え
、

好
評
を
得
ま
し
た
。
本
当
に
隔
世
の
感
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
も
支
持
し
て
く
だ
さ
る
読
者
さ
ん
や
視

聴
者
さ
ん
の
存
在
あ
っ
て
こ
そ
で
、
本
当
に
有

難
い
こ
と
で
す
。

横
浜
市
立
大
学
で
は
文
理
学
部
国
際
関
係
専

攻
で
し
た
が
、
当
時
か
ら
漫
画
を
描
く
時
間
欲

し
さ
に
大
学
に
入
っ
た
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

大
学
４
年
の
春
に
賞
金
50
万
円
の
新
人
賞
に
入

選
、
学
内
で
も
結
構
話
題
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
漫
画
家
に
な
る
気
満
々
で
就
職
活
動
し
な

い
で
い
た
ら
教
授
に
呼
び
止
め
ら
れ
、
「
本
当

に
食
べ
て
い
け
る
の
か
？
」
と
訊
か
れ
た
の
を

懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

「
ゴ
ッ
ド
ハ
ン
ド
輝
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
ざ

っ
く
り
お
話
し
す
る
と
「
若
い
ド
ジ
な
外
科
医

が
色
々
あ
り
な
が
ら
ゴ
ッ
ド
ハ
ン
ド
と
呼
ば
れ

る
名
医
を
目
指
す
漫
画
」
で
す
。

今
で
もT

w
itter

な
ど
で
検
索
す
る
と
「
寝

違
え
の
治
し
方
」
な
ど
で
引
っ
か
か
る
の
は
嬉

し
い
で
す
ね
。
10
年
も
前
の
作
品
で
も
誰
か
の

役
に
立
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
の
は
と
て
も

大
き
な
喜
び
で
す
。

実
は
私
は
医
療
経
験
も
医
学
部
経
験
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
な
ん
と
か
漫
画
を
続
け
ら

れ
た
の
は
ネ
ッ
ト
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
ね
。

ブ
レ
イ
ン
の
医
師
は
い
ま
し
た
が
医
療
関
係

は
全
て
私
が
原
作
を
し
て
い
た
の
で
、
暇
が
あ

る
と
医
療
関
係
の
番
組
や
医
師
の
ブ
ロ
グ
な
ど

を
読
ん
で
参
考
に
し
て
い
ま
し
た
。

あ
る
病
院
の
サ
イ
ト
で
「
こ
の
病
気
の
ほ
と

ん
ど
は
内
科
的 （
投
薬
な
ど
） 

治
療
で
治
る
。」

と
あ
る
の
を
見
つ
け
、
「
稀
に
外
科
的
手
術
が

必
要
な
病
態
が
あ
る
は
ず
だ
か
ら
教
え
て
く
だ

さ
い
。
」
と
問
合
せ
、
実
際
に
そ
の
病
気
を
題

材
に
描
い
た
事
も
あ
り
ま
す
。

物
語
の
中
で
輝
は
「
ド
ジ
な
外
科
医
」
で
あ

る
と
同
時
に
「
死
な
せ
な
い
天
運
を
持
っ
た
外

科
医
」
と
し
て
描
か
れ
ま
す
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
設
定
に
な
っ
た
か
と
い
う

と
少
年
誌
で
死
を
扱
う
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
。

死
は
怖
く
な
い
と
描
い
た
時
、
少
年
の
場
合　

経
験
値
が
な
い
の
で
ど
う
捉
え
る
か
が
わ
か
ら

な
い
。
な
ん
と
い
っ
て
も
悪
い
こ
と
に
憧
れ
る

世
代
で
す
か
ら
。
と
は
い
え
彼
ら
に
こ
そ
命
の

大
切
さ
を
伝
え
た
い
‥
そ
う
考
え
た
時
に
逆
転

の
発
想
で
「
誰
も
死
な
せ
な
い
天
運
」
を
思
い

つ
い
た
わ
け
で
す
。

逆
に
親
や
教
師
の
言
う
こ
と
に
は
聞
く
耳
を

持
た
な
い
子
で
も
、
漫
画
の
中
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
言
葉
な
ら
素
直
に
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
ね
。
読
者
の
子
ど
も
と
、
も
し
く

は
大
人
と
友
達
に
な
れ
る
‥
輝
の
そ
ん
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
10
年
続
い
た
大
き
な
理
由
で
す
。

も
う
一
つ
こ
の
作
品
を
描
く
に
あ
た
っ
て
自

分
に
課
し
た
こ
と
、
そ
れ
は
読
ん
だ
子
供
た
ち

が
「
病
院
に
行
く
の
を
嫌
が
ら
な
い
」
よ
う
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

©山本航暉「原作協力・構成監修�天碕莞爾」
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医
師
を
悪
く
描
く
の
は
簡
単
な
の
で
す
が
、

そ
れ
で
は
実
害
が
出
て
し
ま
う
。
子
供
た
ち
は

と
て
も
狭
い
世
界
で
生
き
て
い
る
の
で
、
何
か

あ
っ
た
時
に
病
院
に
か
か
る
と
い
う
選
択
肢
を

残
し
た
か
っ
た
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
最
前
線
で
働
く
医
療
関
係
者
へ

の
差
別
を
見
て
い
る
と
、
あ
り
得
な
い
と
い
う

想
い
と
と
も
に
悲
し
み
が
湧
い
て
き
ま
す
。
区

別
は
と
も
か
く
差
別
は
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

目
先
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
自
己
防
衛
本
能

が
ど
れ
だ
け
の
医
療
関
係
者
の
心
を
折
っ
て
い

る
か
‥
コ
ロ
ナ
に
限
ら
ず
病
気
は
す
ぐ
近
く
に

あ
る
。
そ
の
差
別
は
必
ず
自
分
に
返
っ
て
き
ま

す
。ワ

ク
チ
ン
は
永
続
的
に
効
く
わ
け
で
も
な
く
、

ウ
イ
ル
ス
も
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
思
っ
た
以
上
に
悪
質

で
、
血
管
な
ど
に
も
悪
さ
す
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
そ
う
簡
単
に
病
院
が
非
日
常
で
あ
っ
た
世

界
に
は
戻
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

現
在
、
安
い
金
額
で
必
要
な
治
療
が
受
け
ら

れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
日
本
は
間
違
い

無
く
世
界
一
で
す
。

今
こ
の
瞬
間
も
誰
か
の
た
め
に
闘
っ
て
い
る

人
が
い
る
‥
。

医
療
関
係
者
達
へ
の
敬
意
だ
け
は
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
10
年
も
連
載
を
し
て
い
れ
ば
色
々
あ

り
ま
す
。

あ
る
時
、
剣
道
を
取
り
上
げ
た
の
で
す
が
、

忙
し
さ
に
か
ま
け
て
蹲
踞
の
姿
勢
を
間
違
え
、

軽
い
炎
上
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

医
療
分
野
で
は
間
違
え
な
い
よ
う
、
何
重
に

も
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

外
に
つ
い
て
は
表
面
的
な
調
査
の
み
。

忙
し
い
こ
と
を
理
由
に
し
て
も
プ
ロ
と
し
て

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
行
為
。

そ
の
時
、
「
誰
か
が
大
切
に
思
う
こ
と
に
敬

意
を
払
っ
て
同
じ
よ
う
に
大
切
に
思
う
こ
と
」

の
必
要
性
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

毎
週
の
よ
う
に
取
り
上
げ
る
患
者
さ
ん
が
変

わ
る
の
で
す
か
ら
、
実
際
に
は
読
者
さ
ん
そ
れ

ぞ
れ
が
思
う
ぐ
ら
い
‥
と
い
う
の
は
厳
し
い
話

で
す
。
で
も
マ
ガ
ジ
ン
は
メ
ジ
ャ
ー
誌
で
す
し
、

子
ど
も
相
手
に
発
表
す
る
以
上
、
最
低
限
わ
か

っ
て
い
な
け
れ
ば
描
い
て
は
い
け
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

傲
慢
だ
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
は
な
ん
で
も 

で
き
る
限
り
調
べ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

誰
か
が
誰
か
の
大
切
な
こ
と
に
敬
意
を
払
え

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
世
界
を
少
し
変
え
て
行

く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん
な
ふ
う
に
思
う
の
で

す
。10

年
間
の
週
刊
連
載
は
と
に
か
く
無
我
夢
中

で
し
た
。
漫
画
界
は
性
別
も
学
歴
も
全
く
関
係

な
い
‥
あ
る
意
味
と
て
も
平
等
な
世
界
で
は
あ

る
の
で
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
悪
け
れ
ば

す
ぐ
に
打
ち
切
ら
れ
る
。
毎
週
、
椅
子
取
り
ゲ

ー
ム
を
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
な
の
で
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
相
当
な
も
の
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
「
ゴ
ッ
ド
ハ
ン
ド
輝
」

が
連
載
終
了
し
た
後
、
燃
え
尽
き
症
候
群
に
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
ず
っ
と
医
療
関
係
ば
か
り
イ
ン
プ

ッ
ト
し
て
き
た
の
で
、
そ
れ
が
な
く
な
っ
た
時　

空
っ
ぽ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
時
、
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
の
が
今

の
ボ
ス
、
弊
社
の
会
長
で
す
。

「
情
報
量
は
圧
倒
的
に
自
然
が
多
い
、
自
然

の
中
に
入
ら
な
い
と
元
に
戻
ら
な
い
よ
」
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
鳥
の
声
で
も
人
間
の
耳
に
聞
こ
え
て

い
る
の
は
ほ
ん
の
一
部
で
、
ほ
と
ん
ど
の
音
は

聞
き
取
れ
な
い
。
で
も
そ
の
聞
こ
え
な
い
自
然

の
音
が
人
間
に
は
必
要
な
の
だ
そ
う
で
す
。

だ
か
ら
人
間
は
時
々
自
然
に
触
れ
に
行
く
。

そ
う
考
え
る
と
と
て
も
合
点
が
い
き
ま
し
た
。

私
の
田
舎
は
豪
雪
地
帯
で
冬
は
輸
送
が
完
全

に
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
当
時
は
ま
だ
今
の

よ
う
に
デ
ー
タ
送
信
で
原
稿
を
送
る
こ
と
も
一

般
的
で
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
方
を
頼
っ
て
鹿

児
島
に
行
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
の
会
長
が
一
昨
年
、
サ
ン
マ
リ
ノ
共
和
国

大
使
館
の
特
別
顧
問
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
7
月
か
ら
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
で
「
結
Ｓ
Ａ

Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
」
と
い
う
お
店
を
始
め
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
サ
ン
マ
リ
ノ
ワ
イ
ン
や
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
な
ど
身
体
に
良
い
も
の
だ
け
を
置
い

て
お
り
ま
す
。

さ
て
こ
こ
か
ら
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
ち
ょ
っ
と
関

わ
っ
て
参
り
ま
す
。

サ
ン
マ
リ
ノ
共
和
国
は
イ
タ
リ
ア
北
部
に
位

置
す
る
、
世
界
で
５
番
目
に
小
さ
い
国
で
す
が
、

長
い
歴
史
の
中
で
戦
争
と
い
う
選
択
肢
を
取
っ

て
こ
な
か
っ
た
平
和
の
国
な
の
で
す
。

と
て
も
親
日
的
で
コ
ロ
ナ
が
流
行
る
前
は
毎

年
「
ニ
ッ
ポ
ン
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
て
い
て
、

伊
勢
神
宮
の
正
式
な
分
社
と
な
る
サ
ン
マ
リ
ノ

神
社
も
国
内
に
あ
り
ま
す
。

血
で
穢
れ
た
事
の
な
い
土
地
で
作
ら
れ
た
葡

萄
を
サ
ン
マ
リ
ノ
の
国
営
農
場
が
完
全
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
で
製
造
し
た
、
そ
れ
が
「
常
若
サ
ン
マ

リ
ノ
神
社
ワ
イ
ン
」
で
す
。
日
本
で
取
り
扱
っ

て
い
る
の
は
弊
社
だ
け
で
す
が
光
栄
な
こ
と
に

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
い
ら
し
た
サ
ン
マ
リ
ノ

の
大
統
領
も
飲
ま
れ
た
そ
う
で
す
。
有
難
い
こ

と
で
す
。

こ
ち
ら
は
卑
弥
呼
の
金
印
の
出
た
志
賀
島
、

志
賀
海
神
社
と
世
界
遺
産
沖
ノ
島
を
お
祀
り
す

る
福
岡
の
宗
像
大
社
に
も
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
、

と
て
も
縁
起
の
良
い
ワ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
「
常
若
」
と
い
う
の
が
循
環
思
想

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
表
現
し
て
い
る
言
葉
な
の
で
す

が
、
宗
像
で
は
毎
年 

海
を
守
る
た
め
の
宗
像

国
際
環
境
会
議
を
行
な
っ
て
い
て
、
弊
社
も
ワ

イ
ン
の
収
益
の
一
部
を
、
海
を
守
る
活
動
に
関

わ
る
宗
像
大
社
に
寄
進
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

自
然
を
守
り
、
海
を
守
る
こ
と
は
未
来
を
護

る
こ
と
。

漫
画
に
し
ろ
、
ワ
イ
ン
に
し
ろ
、
次
世
代
の

子
ど
も
た
ち
に
何
を
残
せ
る
か
。

そ
れ
が
大
人
の
責
任
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。



�〈8〉

市
大
情
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◆
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

コ
ロ
ナ
禍
で
海
外
渡
航
が
難
し
い
中
、
国
内

に
居
な
が
ら
海
外
の
大
学
の
授
業
が
受
け
ら
れ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
令
和
２
年

度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
先
生
と
１
対
１
で
授
業
に

関
す
る
相
談
が
で
き
る
機
会
や
現
地
の
学
生
と

交
流
す
る
機
会
が
あ
り
、
対
面
の
留
学
に
近
い

経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
例
と
し
て
、
タ
イ
の
チ
ェ

ン
マ
イ
大
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
※
）
＋
英
語
語
学

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
イ

ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
の
英
語
語
学
研
修
な
ど
が

あ
り
、
多
く
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
の
ウ
ェ
ス
タ
ン
オ
ン
タ
リ
オ
大
学
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
学
生
は
「
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
細
か
く
組
ま
れ
て
お
り
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
た

め
、
自
分
自
身
に
足
り
な
い
こ
と
を
理
解
し
、

次
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
す
れ
ば
よ
い
か
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
を
共

に
し
た
メ
ン
バ
ー
や
先
生
と
は
、
今
で
も
交
流

が
続
い
て
お
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

広
げ
る
上
で
も

貴
重
な
経
験
で
し

た
。
」
と
オ
ン
ラ

イ
ン
留
学
を
振
り

返
っ
て
い
ま
す
。

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

・
・

 Sustainable 
D

evelopm
ent Goals

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
略

◆
横
浜
市
立
大
学
の
学
生
数

（
令
和
３
年
５
月
１
日
現
在
）

◆
数
字
で
見
る
Ｙ
Ｃ
Ｕ

・
留
学
生
数　

１
０
３
人
（
11
ヵ
国
・
地
域
）

（
令
和
３
年
５
月
１
日
現
在
）

・
海
外
留
学
・
研
修
参
加
者　

５
１
０
人

（
令
和
３
年
３
月
31
日
現
在
）

・
就
職
率　

９
７
．
４
％

 

令
和
２
年
度
国
際
総
合
科
学
部
の
就
職
実
績

（
全
国
平
均
９
６
．
０
％
）

・
医
師
国
家
試
験
合
格
率　

９
４
．
９
％

令
和
２
年
度
医
学
部
医
学
科
の
実
績 

　

（
全
国
平
均
９
１
．
４
％
）
※
既
卒
含
む

・
看
護
師
国
家
試
験
合
格
率　

９
８
．
９
％

 

令
和
２
年
度
医
学
部
看
護
学
科
の
実
績 

（
全
国
平
均
９
０
．
４
％
）

・
男
女
比　

男
子
４
１
％　

女
子
５
９
％

（
令
和
３
年
５
月
１
日
現
在 

学
部
生
）

◆
Ｙ
Ｃ
Ｕ
通
信

「
Ｙ
Ｃ
Ｕ
通
信
」
は
毎
年
、
卒
業
生
の
皆
様

の
ご
自
宅
に
お
届
け
し
て
い
る
大
学
発
行
の
卒

業
生
向
け
広
報
誌
で
す
。
大
学
や
在
学
生
の
今
、

卒
業
生
の
活
躍
情
報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
広
報
誌
が
届
い
て
い
な
い
と
い
う
方
、
住

所
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
問
合
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
お
問
合
せ
先

広
報
課 

卒
業
生
・
基
金
担
当

T
el. 045

‐787

‐2026
M

ail.obog@
yokoham

a-cu.ac.jp

◆
思
い
出
の
風
景
（
大
正
13
年
）

医
学
部
の
前
身
は
昭
和
19
年
に
開
校
し
た
横

浜
医
学
専
門
学
校
で
す
。
開
校
当
初
は
横
浜
商

業
専
門
学
校
の
校
舎
を
間
借
り
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
年
の
秋
に
付
属
病
院
と
な
っ
た
十
全

医
院
に
隣
接
す
る
三
吉
小
学
校
（
横
浜
市
南
区

浦
舟
町
）
に
移
転
し
ま
し
た
。
こ
の
地
に
は
現

在
、
横
浜
市

立
大
学
附
属

市
民
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー

が
建
っ
て
お

り
、
今
年
創

立
１
５
０
周

年
を
迎
え
ま

す
。

大学院

研究科 学生数 博士前期 博士後期

都市社会文化研究科 52 36 16

国際マネジメント研究科 50 44 6

生命ナノシステム科学研究科 118 104 14

生命医科学研究科 111 87 24

データサイエンス研究科 80 74 6

医学研究科医科学専攻 429 38 391

医学研究科看護学専攻 64 44 20

合計（人） 904 427 477

学部

学部 学生数 男子 女子

国際総合科学部 936 415 521

国際教養学部 886 221 665

国際商学部 823 415 408

理学部 388 181 207

データサイエンス学部 253 165 88

医学部
医学科 548 346 202

看護学科 418 10 408

合計（人） 4,252 1,753 2,499

ウェスタンオンタリオ大学

Vol.11�令和3年2月発行

新築の頃の三吉小学校（のちの医学専門学校校舎）
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詳しい情報は同封の募金趣意書、または大学

Web サイトをご覧ください。 
 
 
インターネットからもお申込みいただけます。 

 
新型コロナウイルス対策基金 ご支援の御礼およびご報告 

横浜市立大学は新型コロナウイルス感染症患者の治療にあたる附属

2 病院や、学生への経済的支援のため「新型コロナウイルス対策基金」

を設置し、大学・病院への支援を募っています。 

  おかげさまで、皆様からのご寄附の総額は 7 月末時点で約 7,400 万

円に達しました。これも皆様の温かいお気持ちのおかげであると教職員

一同、心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

お寄せいただいた寄附金は、附属 2病院の感染防止対策や医療従事

者への支援、および学生の経済的支援のほかサーマルカメラ導入によ

るキャンパス内の感染防止対策、遠隔授業実施のための Wi-Fi 環境整

備などに活用させていただいております。皆様からのご支援により迅速

な対応ができました。重ねて御礼申し上げます。 

  新型コロナウイルス感染症の収束が見えないなか、今後も学生や附

属 2 病院の活動をサポートするため、新型コロナウイルス対策基金の募

集を継続しております。引き続き皆様のご協力をよろしくお願いいたしま

す。 

寄附金を活用した感染対策の一例 

オンライン授業のため Wi-Fi 環境整備しました。 

令和 2 年 5 月 12 日～令和 3 年 7 月 31 日 

寄附金総額  74,226,034 円 

寄附件数       1,688件 

 

 

問い合わせ先 

横浜市立大学 基金担当 

TEL：045-787-2447 

E-mail ：kifu@yokohama-cu.ac.jp 

 

寄 附 実 績

 

附属 2 病院の新型コロナウイルス感染症対応の記録動画を公開 
横浜市立大学附属市民総合医療センターでは、令和 2 年 1 月、武漢からの帰国者対応で医

療スタッフを派遣して以降、「地域医療最後の砦」の病院として新型コロナウイルス感染症に対

応してきました。同時に横浜市立大学附属病院でもダイヤモンド・プリンセス号の横浜港接岸の

初期から患者を受け入れ、重症・中等症患者治療の中核的医療機関として、今日まで新型コロ

ナウイルス患者の治療にあたっています。未曾有の事態に対応する不安や様々な課題に対し

て、附属 2 病院の職員がどのように考え、どのように乗り越えてきたか、その記録を動画にしまし

た。ぜひご覧ください。 

附属市民総合医療センターの記録動画の視聴はこちらから 

 

附属病院の記録動画の視聴はこちらから 
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市
大
生
の
活
動

◆
在
校
生
の
起
業 S

tockB
ase

関　

芳
実
・
菊
原　

美
里
（
国
総
4
年
）

横
浜
市
立
大
学
の
四
年
目
を
休
学
し
、
今
年

の
四
月
に
学
生
二
名
で
株
式
会
社StockBase

を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
「
企
業
の
廃
棄
を
削

減
し
、
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
」
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
企
業
で
廃
棄
さ
れ
そ
う
に
な

っ
て
い
る
モ
ノ
を
欲
し
い
人
や
必
要
と
し
て
い

る
人
に
届
け
て
有
効
活
用
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
十
月
、

StockBase

の

前
身
と
な
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

始
動
し
始
め
ま

し
た
。
企
業
で

毎
年
大
量
に
廃

棄
さ
れ
て
い
る

新
年
の
挨
拶
用

カ
レ
ン
ダ
ー
を

高
齢
者
施
設
に
届
け
る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
社
内
で
は

不
要
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
高
齢
者
の
方
に

と
っ
て
は
薬
の
飲
み
忘
れ
防
止
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管
理
に
役
立
っ
て
お
り
、
一
ヶ
月
で
６
０
０

点
が
引
き
取
ら
れ
有
効
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

「
誰
か
に
と
っ
て
不
要
な
も
の
は
、
他
の
誰
か

に
と
っ
て
欲
し
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
」
そ
こ

を
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
れ
ば
、
廃
棄
が
削

減
で
き
て
有
効
活
用
も
実
現
で
き
る
と
思
い
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
し
ま
し
た
。

企
業
の
廃
棄
を
探
す
中
で
着
目
し
た
の
が
、

購
入
量
で
処
分
量
を
調
節
で
き
な
い
『
災
害
備

蓄
品
』
で
す
。
企
業
に
は
社
員
の
三
日
間
分
の

食
料
を
備
蓄
す
る
努
力
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
期
限
が
来
る
と
そ
の
大
量
の
処
分
先

に
困
る
企
業
が
多
い
で
す
。
一
方
で
、
フ
ー
ド

バ
ン
ク
な
ど
の
食
支
援
を
希
望
す
る
人
数
は
コ

ロ
ナ
禍
で
拡
大
し
、
支
援
で
き
る
食
品
が
足
り

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

余
っ
て
い
る
食
品
が
あ
っ
て
、
そ
の
日
の
食

料
に
さ
え
も
困
っ
て
い
る
人
が
大
勢
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
お
互
い
を
認
識
し
て
い
な
い
こ
と

に
よ
っ
て
大
量
の
食
品
が
ム
ダ
に
な
っ
て
い
る

状
況
を
変
え
た
い
と
思
い
起
業
し
ま
し
た
。

廃
棄
せ
ず
に
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
フ

ー
ド
ロ
ス
の
削
減
と
食
支
援
を
同
時
に
行
う
だ

け
で
な
く
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
や
子
ど
も
食

堂
な
ど
の
食
支
援
団
体
と
企
業
間
で
近
距
離
マ

ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
地
域
社
会
へ
の
還
元
と
、

寄
付
コ
ス
ト
の
削
減
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

既
に
約
三
十
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施

し
、
ひ
と
り
親
支
援
や
学
生
支
援
、
加
え
て
熱

中
症
対
策
を
行
う
建
設
会
社
な
ど
に
幅
広
く
有

効
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
備

蓄
品
に
限
ら
ず
、
販
促
用
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
文
房

具
や
マ
ス
ク
等
も
喜
ん
で
受
け
取
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

皆
様
の
会
社

で
も
、
廃
棄
さ

れ
そ
う
な
モ
ノ

が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
地

域
で
の
有
効
活

用
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

StockBase

：info@
stockbase.co.jp

◆
男
子
硬
式
庭
球
部

寺
井　

純
弘
（
国
総
4
年
）

男
子
硬
式
庭
球
部
は
、
現
在
１
年
生
４
人
、

２
年
生
３
人
、
３
年
生
１
人
、
４
年
生
５
人
の

計
13
人
で
、
週
２
回
活
動
し
て
い
ま
す
。

関
東
大
学
テ
ニ
ス
リ
ー
グ
６
部
に
所
属
し
、

５
部
昇
格
を
目
指
し
て
日
々
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
練
習
時
間
が
制
限
さ
れ
て

い
る
た
め
、
思
う
よ
う
に
練
習
や
試
合
が
で
き

な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の

方
々
に
ご
支
援
い
た
だ
き
、
ま
た
日
々
の
練
習

に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
し

て
く
だ
さ
る
お
か
げ
で
、
こ
の
よ
う
な
中
で
も

部
員
一
人
一
人
プ
レ
ー
の
向
上
に
努
め
る
こ
と

が
で
き
て
お
り
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い

ま
す
。

令
和
３
年
度
は
、
去
年
度
の
大
会
の
中
止
で

力
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
分
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
ピ
ア
ノ
会

髙
橋

遥
希
（
国
教
3
年
）

横
浜
市
立
大
学
ピ
ア
ノ
会
に
は
現
在
25
名
の

部
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
部
員
の
ピ
ア
ノ
歴

は
初
心
者
か
ら
15
年
以
上
の
経
験
者
が
お
り
、

曲
の
ジ
ャ
ン
ル
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
他
に
も
ジ
ャ

ズ
や
ポ
ッ
プ
ス
、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
ま
で
自
由
に

幅
広
く
演
奏
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
、
６
月
と
12
月
の
定
期
演

奏
会
や
学
内
で
６
月
末
に
開
催
さ
れ
る
ビ
ア
ガ

ー
デ
ン
と
浜
大
祭
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏
、
横
浜

マ
ラ
ソ
ン
や
金
沢
区
の
イ
ベ
ン
ト
に
て
ピ
ア
ニ

カ
の
演
奏
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年

度
は
演
奏
の
機
会
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

収
束
後
、
ま
た
イ
ベ
ン
ト
で
の
演
奏
を
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
方
に
は
い
つ
も
定
期
演
奏
会

の
際
に
お
越
し
い
た
だ
き
あ
り
が
た
く
思
っ
て

い
ま
す
。

よ
り
よ
い
演
奏
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
練
習

に
励
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
演
奏
を
見
に
来
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（取締役�菊原美里/代表取締役�関芳実）

（横浜市立大学でのフードサイクル）
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◆
三
浦
半
島
研
究
会

松
山　

明
寿
香
（
国
商
2
年
）

大
武　

和
生
（
国
商
2
年
）

私
た
ち
三
浦
半
島
研
究
会
は
、
「
三
浦
半
島

を
網
羅
し
、
遊
び
尽
く
す
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

現
在
約
60
人
の
部
員
で
活
動
し
て
い
る
団
体
で

す
。
三
浦
半
島
各
地
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
い
、
そ
こ
で
得
た
経
験
や
思
い
を
記
録
す
る

た
め
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
活
動
を
展
開
す
る
ほ

か
、
三
浦
半
島
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
を
主

催
し
、
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
根
ざ
し
た

存
在
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
の
発
足
以
来
行
っ
て
き
た
活
動
実

績
が
認
め
ら
れ
、
２
０
２
０
年
度
に
は
正
式
な

文
化
系
部
活
動
へ
と
昇
格
を
果
た
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
安
全
面
に
十
分
配

慮
し
つ
つ
精
力
的
に
活
動
し
て
お
り
、
中
で
も

２
０
２
１
年
4
月
に
金
沢
八
景
駅
前
で
開
催
し

た
「
ち
い
さ
な
駅
前
半
島
マ
ル
シ
ェ
」
は
大
盛

況
を
収
め
て
い
ま
す
。
地
元
・
金
沢
八
景
を
愛

す
る
多
く
の
方
々
に
よ
る
ご
協
力
の
も
と
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
弁
当
の
販
売
を
メ
イ
ン
に
八
景
の
食

の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。
外
出
自
粛
の
影
響

で
人
と
の
交
流
が
制

限
さ
れ
る
中
、
リ
ア

ル
な
つ
な
が
り
、
会

話
だ
か
ら
こ
そ
得
ら

れ
る
温
か
さ
を
全
身

で
感
じ
、
全
部
員
が

第
二
の
故
郷
が
こ
こ

に
あ
る
、
と
実
感
で

き
ま
し
た
。
第
二
回

の
開
催
も
す
で
に
構

想
中
で
す
。

◆
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
アStepU

p

↑

久
保
田　

貴
一
（（
国
総
3
年
）

こ
ん
に
ち
は
！
私
た
ち
は
横
浜
市
立
大
学
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

StepU
p

↑
」
で
す
。
現
在
は
3
年
生
6
人
、

２
年
生
1
人
、
1
年
生
5
人
の
計
12
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
！
今
年
で
22
期
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
前
は
、
夏
休
み
に
子
ど
も
た

ち
と
触
れ
合
う
「
寺
子
屋
」
、
イ
オ
ン
の
「
黄

色
い
レ
シ
ー
ト
」
活
動
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ス
ク
エ

ア
で
行
わ
れ
た
「
森
の
学
校
」
と
い
う
活
動
に

主
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
い
う
と
、
他
者
に
貢
献
し
な
き
ゃ
い
け

な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
「
人
と
ふ
れ

あ
う
」
こ
と
を
通
じ
楽
し
み
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
生
徒
一

人
一
人
が
和
気
あ
い
あ
い
し
た
雰
囲
気
を
作
り
、

主
体
的
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
コ
ロ

ナ
禍
で
も
で
き
る
活
動
を
模
索
し
、
5
月
か
ら

海
岸
の
清
掃
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
お

い
て
も
、
部
員
同
士
で
協
力
し
合
う
こ
と
で
、

楽
し
み
な
が
ら
清
掃
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
例
え
ば
ご
み
を
分
別
す
る
際
に
は
、
少

し
で
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
学
年
問
わ

ず
お
互
い
に
尋
ね
た
り
、
協
力
し
て
大
き
な
ご

み
を
拾
っ
た
り
と
、
上
下
関
係
に
と
ら
わ
れ
な

い
明
る
い
雰
囲
気
を
つ
く

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

よ
り
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に

取
り
組
み
、
も
っ
と
楽
し

い StepU
p

↑
が
つ
く
れ

る
よ
う
、
尽
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
！
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆La Fraise

宮
澤　

麗
奈
（
国
総
3
年
）

近
年
話
題
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
生
理
用
品

で
あ
る
、
布
ナ
プ
キ
ン
を
製
作
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
7
月
7
日
に
Ｙ
Ｃ
Ｕ
ス
ク
エ
ア
に
て
行
い
ま

し
た
。
私
た
ち
の
活
動
は
２
０
１
９
年
に
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
後
続
の
メ

ン
バ
ー
が
い
な
い
た
め
、
解
散
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
2
年
間
と
い
う
短
い
時
間
の
中
で
、

賞
を
頂
い
た
り
企
業
や
同
窓
会
の
方
々
に
応
援

し
て
い
た
だ
い
た
り
な
ど
、
多
く
の
方
の
お
力

添
え
に
よ
っ
て
活
動
で
き
ま
し
た
事
を
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回

は
有
終
の
美
を
飾
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ア
フ

リ
カ
で
製
作
予
定
だ
っ
た
布
ナ
プ
キ
ン
を
作
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
一
緒
に
机

を
囲
め
る
く
ら
い
の
小
規
模
開
催
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
と
り
わ
け
興
味

関
心
が
深
い
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
裁
縫
を
し

な
が
ら
意
義
深
い
議
論
が
出
来
た
時
間
で
し
た
。

日
本
の
地
域
や
時
代
ご
と
の
家
族
に
お
け
る
父

親
の
あ
り
方
の
違
い
や
、
日
本
で
性
の
話
が
タ

ブ
ー
化
さ
れ
て
い
る
原
因
と
解
決
策
な
ど
、
日

頃
の
問
題
意
識
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
い

ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
活
動
は
閉
じ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
ジ
ェ
ン
ダ

ー
問
題
に
向
き
合
い

続
け
、
気
軽
に
ジ
ェ

ン
ダ
ー
観
や
性
に
つ

い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
き
る
社
会
を

追
求
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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Ｙ校から今日（イマ）を目指して職人に賭けた『一生』 
質実剛健を旨とし誠を尽くす職人になろうと  
今、創業１０４年   
畳と襖、小修理の専門店。和の文化を守る。 
                 

森下和装工業株式会社   

代表  森下 正勝              

昭３７年Ｙ校卒 （硬式野球部） 

〒245-0004  

横浜市泉区領家３－９－７   電話 045－811－4696 

森下正勝 著 （文芸社） 

『戦後日本の 光と影』 絶賛発売中 
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市
大
同
窓
会
の
活
動

同
窓
会
の
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

市
大
同
窓
会
会
長　

金
子　

延
康（
商
昭
52
卒
）

◆
同
窓
会
の
諸
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

市
大
同
窓
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
大
き
な
制
約

は
あ
り
ま
す
が
、
会
則
に
基
づ
き
、
①
会
員
相

互
の
交
流
、
②
母
校
の
発
展
へ
の
貢
献
、
③
地

域
・
地
球
の
持
続
的
発
展
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ
の

寄
与
を
目
的
と
し
て
、
今
で
き
る
諸
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

会
員
同
士
、
大
学
が
繋
が
る
こ
と
に
よ
り
、

同
窓
生
が
大
学
・
学
生
・
地
域
に
貢
献
出
来
ま

す
。
ぜ
ひ
、
諸
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
連
絡
用
に
皆
様
の
メ
ア
ド
を
送
っ
て
下
さ
い
。

市
大
同
窓
会
員
の
皆
様
へ
の
事
務
局
か
ら
の

連
絡
や
、
同
窓
会
事
業
の
お
知
ら
せ
な
ど
の
た

め
、
①
名
前　

②
卒
業
年
次　

③
学
部　

④
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
必
須
）
⑤
携
帯
番
号
を
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
伝
え
く

だ
さ
い
。
も
し
く
は
、
事
務

局
宛
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

ycureunion@
gm

ail.com

◆
fb
市
大
同
窓
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（
fb
）
に
、
「
横
浜
市
立

大
学
同
窓
会
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

同
窓
生
の
情
報
共
有
と
交
流
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

◆
市
大
同
窓
会
会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
大
同
窓
会
の
諸
活
動
は
皆
様
か
ら
の
会

費
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
会
則
に
よ
り
、

年
会
費
二
千
円
、
（
終
身
会
費
二
万
円
）
で

す
。
会
費
納
付
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
口
座
：

〇
二
九
（
ゼ
ロ
ニ
キ
ュ
ウ
）
支
店
、
当
座 

0089065

横
浜
市
立
大
学
同
窓
会
宛
に
お
願

い
し
ま
す
。

◆
市
大
同
窓
会
社
会
貢
献
活
動

市
大
同
窓
会
・
進
交
会
事
務
局　

西
尾　

留
美
子

市
大
同
窓
会
に
は
、 2019

年
度
の
総
会
で
採

決
さ
れ
た
会
則 

「
会
員
の
進
交
を
図
る
と
と
も

に
、地
域
社
会
の
健
全
な
る
進
歩
発
展（SD

Gs

）

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
が
あ
り
ま

す
。
市
大
同
窓
会
は2020

年
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、
同
窓
生
の
経
験
や
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
知
恵
を
生
か
し
、
地
域
や
大

学
、
現
役
学
生
と
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

社
会
課
題
の
解
決
に
近
づ
け
る
の
で
は
な
い
か

と
、
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

「
誰
一
人
と
り
残
さ
な
い
」と
掲
げ
るSD

Gs

活
動
は
貧
困
、
飢
餓
、
気
候
変
動
、
人
権
、
教

育
な
ど
の
問
題
解
決
に
向
け
て
17
の
目
標
、
そ

の
中
に169

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
更
に232

の
指
標

と
い
う
よ
う
に
分
岐
が
あ
り
、
ど
こ
か
ら
で
も
、

取
り
組
め
ば
そ
れ
が
社
会
貢
献
に
繋
が
る
仕
組

み
で
す
。
市
大
同
窓
会
の
活
動
もSD

Gs

活
動

に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
以
下
、
活

動
の
ご
報
告
で
す
。

◆Y
C
U
�R
E
U
N
IO
N
�S
D
G
s

シ
ン
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基
調
講
演
の
あ
と
、
市
大
の
学
生
や
学
生
団

体
も
参
加
し
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

◆
学
生
の
食
習
慣
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

市
大
教
職
員
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
朝

食
の
欠
食
率
（
種
類
が
極
少
の
朝
食
も
欠
食
扱

い
）
が
33
％
と
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

分
析
結
果
を
大
学
側
と
も
共
有
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
学
生
の
健
康
管
理
の
た
め
に
活
用

し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。
同
調
査
に
は

同
窓
生
も
85
名
参
加
、
朝
食
欠
食
率
は
31
％
で

し
た
。

分
析
・
考
察
に
は
、
他
大
学
の
同
窓
生
研
究

者
の
先
生
た
ち
に
も
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
講
演
会
で
は
朝
食
欠
食
の
も
た
ら
す
悪
影

響
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
海
岸
清
掃
活
動
ほ
か
環
境
活
動

金
沢
八
景
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
の
野
島
海
浜
は

横
浜
で
唯
一
天
然
の
砂
浜
が
残
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
そ
の
砂
浜
に
は
東
京
湾
に
漂
っ
て

い
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
集
積
し
て
い

ま
す
。

数
名
の
同
窓
会
員
が
月
に
一
度
の
清
掃
活
動

に
参
加
し
て
い
ま
す
。啓
発
活
動
と
し
て
、映
画

「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

・ 

ス
ト
ー
リ
ー
」

の
オ
ン
ラ
イ
ン

上
映
会
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、

海
の
豊
か
さ
を

守
る
地
元
の
活

動
や
、
環
境
問

題
を
紹
介
す
る

環
境
教
育
資
料

を
作
成
し
ま
し

た
が
未
完
と
な

っ
て
い
ま
す
。

◆
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
を
進
め
る
学
生
団
体

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
シ
ー
フ
ー
ド
（
サ
ス
シ

ー
）
を
学
食
に
！
」
と
掲
げ
る
Ｔ
Ｅ
Ｈ
ｓ
（
テ

フ
ズ
）
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
協
力
や
、
業

界
に
詳
し
い
社
会
人
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
設
け
、
ま
た
、
そ
の
他
数
名
か
ら
の

意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
伝
え
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
フ
リ
カ
の
「
月
経
貧
困
」
に
取
り

組
む
ゼ
ミ
生
グ
ル
ー
プ La Fraise 

と
の
交
流

も
あ
り
ま
し
た
。
近
頃
は
、
環
境
活
動
に
取
り

組
む
団
体
や
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
参
加
す
る

団
体
と
も
連
携
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

“YCU�REUNION�SDGsシンポ2021”

横市公認学生団体のTEHsで
す！私たちは現在、SDGsへ
の貢献や認知度向上のために
大学の食堂にサスシーの導入
を行うために活動しておりま
す。この度は同窓会の皆さま
と一緒にSDGsやサスシーに
関するアンケートを行わせて
いただき、またオンラインセ
ミナーで専門の講師のお話を
聞く機会を設けていただきま
した。もし興味がありました
ら、ぜひ私たちのSNSにて活
動をチェックしていただけれ
ば幸いです！
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オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
17
の
う
ち
日
本
で
最
も
達
成

で
き
て
い
な
い
項
目
の
一
つ
が
目
標
５
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
４
月
か
ら

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
多
く
取
り
上
げ
ま
し
た
。

２
月
・ 

野
島
清
掃
活
動
実
施
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
セ

ミ
ナ
ー
「
海
を
つ
く
る
活
動
」

　
　

・ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン

　
　
　

ｆ
ｏ
ｒ
チ
ェ
ン
ジ（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

　
　

・ 

市
大
非
常
勤
講
師
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

３
月
・ 

ヤ
ン
ゴ
ン
在
住
日
本
人
に
よ
る

　
　
　

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
報
告
」

　
　

・ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
を
進
め
る
横
浜
市
職
員

に
よ
る
「
横
浜
市
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
の
取

り
組
み
」

４
月
・ 

ユ
ニ
セ
フ
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
に

よ
る
「
ア
フ
リ
カ
・
サ
ヘ
ル
地
域
の
貧

困
問
題
」
（
前
半
）
と
、
同
地
域
の 

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
」
（
後
半
）

５
月
・ 

市
大
の
国
際
教
養
学
部
・
大
学
院
教
授

に
よ
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
基
礎
講
座
」

（
前
半
）
と
、
「
世
代
を
超
え
て
ジ
ェ

ン
ダ
ー
を
語
ろ
う
！
」
（
後
半
）

６
月
・ 

在
イ
ン
ド
日
本
人
の
国
際
ソ
ー
シ
ャ
ル

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
「
イ
ン
ド

　
　
　

 

・
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
の
天
災
・
人
災
に

お
け
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
問
題
」
（
前
半
・
後
半
）

７
月
・ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ソ
フ
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
代
表
に
よ
る
「
ソ
フ
ト
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
っ
て
温
暖
化
に
ブ
レ
ー
キ

を
！
」

　
　

・ 

横
浜
の
芸
術
文
化
に
多
大
な
貢
献
を
し
、

市
大
や
放
送
大
学
で
講
義
を
し
、
フ
ラ

ン
ス
の
芸
術
文
化
勲
章
「
シ
ュ
ヴ
ァ
リ

エ
」
受
賞
者
で
あ
る
同
窓
生
の
ラ
イ
フ

ヒ
ス
ト
リ
ー
「
私
の
歩
ん
だ
道
」

８
月
・ 

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
環
境
問
題

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
「
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
シ
ー
フ
ー
ド　

海
の
エ
コ
ラ
ベ
ル
」

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は
遠
隔
地
か
ら
の
参

加
も
可
能
で
あ
り
、
北
海
道
や
近
畿
、
四
国
、

海
外
か
ら
も
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
普
段
利
用
し
て
い

な
い
方
や
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
苦
手
な
方
に
は
ハ

ー
ド
ル
の
高
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

う
い
う
方
に
お
届
け
出
来
な
い
の
が
非
常
に
残

念
で
す
。

と
は
い
え
、Ｓ
Ｎ
Ｓ （Facebook

） 「
横
浜
市

大
同
窓
会
公
開
Ｇ
」で
の
各
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案

内
や
ご
報
告
が
多
く
の
皆
さ
ま
の
目
に
と
ま
り
、

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

SN
S

で
は
同
窓
生
同
士
の
情
報
の
や
り
と
り
も

頻
繁
に
行
わ
れ
て
お
り
、賑
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。近
頃
は

現
役
学
生
や
卒
業
間
も
な
い
同
窓
生
、教
職
員

の
皆
さ
ま
の
参
加
も
増
え
て
い
ま
す
。

金
子
同
窓
会
長
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
「
地
域
や

社
会
、
あ
る
い
は
世
界
や
地
球
に
と
っ
て
何
が

必
要
か
真
剣
に
考
え
る
」
、
次
に
「
自
分
に
は

何
が
で
き
る
か
、
真
剣
に
考
え
る
」
そ
し
て
最

後
に
「
考
え
た
こ
と
を
行
動
に
移
す
」
で
す
。

事
務
局
は
「
自
分
」
を
「
同
窓
会
」
に
置
き
換

え
て
、
い
つ
も
考
え
、
そ
し
て
考
え
、
行
動
に

移
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き
、
ご
教
示
、

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆
「
倶
進
会
」
の
活
動
紹
介

会
長　

遠
山　

愼
一
（
医
昭
44
卒
）

横
浜
市
立
大
学
医
学
部

の
沿
革
を
紐
解
く
と
、
昭

和
19
年
に
前
身
で
あ
る
横

浜
市
立
医
学
専
門
学
校
が

開
設
さ
れ
横
浜
医
科
大
学
を
経
て
現
在
の
医
学

部
へ
と
繋
が
り
ま
す
。
こ
の
間
に
附
属
病
院
も

福
浦
と
浦
舟
の
二
病
院
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

倶
進
会
は
、
昭
和
24
年
卒
業
の
1
期
生
か
ら

令
和
3
年
卒
業
の
72
期
生
ま
で
の
卒
業
生
を
中

心
に
、
医
学
部
や
附
属
二
病
院
で
研
究
・
診
療

・
教
育
に
従
事
す
る
者
で
入
会
を
希
望
す
る
者

及
び
医
学
科
の
学
生
を
加
え
て
約6,100

名
の
会

員
を
有
す
る
同
窓
会
で
す
。
会
員
の
多
く
は
近

隣
の
病
院
勤
務
医
や
開
業
医
と
し
て
地
域
医
療

を
支
え
て
い
ま
す
。
会
員
の
勤
務
先
地
域
は
、

神
奈
川
県
内
73
％
、
東
京
都
内
12
％
、
そ
の
他

15
％
の
割
合
で
、
神
奈
川
県
内
の
勤
務
先
内
訳

は
、
勤
務
医
が
76
％
、
開
業
医
が
24
％
の
割
合

で
す
。
ま
た
倶
進
会
で
は
会
員
の
相
互
扶
助
を

目
的
と
し
た
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

会
報
（
倶
進
会
た
よ
り
）
発
行
な
ど
の
広
報

事
業
、
若
手
医
師
留
学
支
援
、
ス
ク
ラ
ブ
授
与

な
ど
の
若
手
育
成
事
業
、
会
員
病
院
長
会
議
、

会
員
老
健
施
設
長
会
議
な
ど
の
情
報
交
換
会
、

そ
の
他
卒
年
別
ク
ラ
ス
会
の
開
催
、
地
域
別
支

部
会
の
開
催
、
医
師
保
険
の
提
供
、
開
業
祝
品

の
贈
呈
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
学
生
向
け

と
し
て
は
、
新
入
生
歓
迎
会
、
海
外
研
修
支
援
、

教
育
支
援
、
白
衣
授
与
、
6
年
生
の
会
開
催
、

ス
ク
ラ
ブ
授
与
な
ど
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。

倶
進
会
は
常
に
会
員
に
信
頼
さ
れ
る
べ
く
運

営
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
看
護
交
流
会
の
活
動
紹
介

会
長　

前
澤　

美
佳 

（
医
看
平
29
卒
）

「
看
護
」
交
流
会
は
、

現
在
９
０
０
名
を
超
え

る
在
校
生
・
卒
業
生
の

皆
様
に
ご
加
入
頂
い
て

お
り
ま
す
。
本
交
流
会

は
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
、
卒
業
生
・
在
校
生

の
キ
ャ
リ
ア
発
達
支
援
を
目
的
と
し
活
動
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
な
活
動
内
容
と
し

て
は
、
在
校
生
の
海
外
短
期
留
学
等
へ
の
資
金

援
助
や
、
附
属
2
病
院
に
就
職
し
た
卒
業
生
対

象
の
親
睦
会
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
」
、
在

校
生
が
卒
業
生
に
就
職
や
学
業
に
つ
い
て
気
軽

に
相
談
で
き
る
「
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
」
等
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
開
催
は
例
年
多
く
の
参
加

が
あ
り
、
在
校
生
・
卒
業
生
の
皆
様
か
ら
ご
好

評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
昨
今
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
こ
う
し
た
海
外

へ
の
渡
航
や
大
人
数
で
の
会
食
を
と
も
な
う
集

会
な
ど
が
開
催
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

本
交
流
会
で
は
代
替
の
支
援
・
開
催
方
法
を
模

索
し
、
会
員
の
皆
様
に
還
元
で
き
る
よ
う
な
活

動
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

横
浜
市
立
大
学
は
、
２
０
２
８
年
に
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
の
年
に

向
け
、
本
交
流
会
と
し
て
も
看
護
学
科
の
こ
れ

ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
在
校
生

・
卒
業
生
の
皆
様
の
ご
活
躍
、
並
び
に
横
浜
市

立
大
学
の
益
々
の
発
展
を
後
押
し
で
き
る
よ
う

尽
力
し
て
参
り
ま
す
。
進
交
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
「
看
護
」
交
流
会
の

活
動
に
ご
協
力
頂
き
ま
す
よ
う
、
何
卒
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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支
部
だ
よ
り

北
海
道
支
部
か
ら
お
知
ら
せ

支
部
長　

佐
藤　

敏
明
（
商
昭
58
卒
）

北
海
道
支
部
の
立
ち
上
げ
を
し
、
そ
の
後
長

ら
く
支
部
長
を
務
め
た
柿
本
胤
二
氏
（
Y
専
第

16
期
）
が
20
年
程
前
に
支
部
長
の
任
を
退
い
て

か
ら
は
諸
先
輩
が
一
定
期
間
ご
と
に
持
ち
回
り

で
支
部
長
を
務
め
、
2
年
前
か
ら
は
若
輩
の
私

が
務
め
て
お
り
ま
す
。
毎
年
11
月
に
年
一
度
の

例
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
柿
本
氏
の
他
松
原

六
郎
氏
（
Y
専
第
15
期
）
も
毎
回
出
席
さ
れ
る

等
元
気
な
先
輩
が
多
い
一
方
若
い
現
役
世
代
の

会
員
の
参
加
が
少
な
い
の
が
悩
み
の
種
で
あ
り

ま
す
。
現
役
世
代
の
方
々
の
中
に
は
一
定
の
時

期
に
札
幌
に
赴
任
し
て
い
る
者
も
多
く
い
ま
す
。

進
交
会
北
海
道
支
部
の
存
在
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
で

き
ず
、
会
の
存
在
を
知
ら
ず
に
札
幌
赴
任
期
間

を
終
え
る
方
も
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
昨
年
は

コ
ロ
ナ
禍
で
止
む
無
く
中
止
と
致
し
ま
し
た
。

皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
な
状

況
に
な
り
ま
し
た
ら
ま
た
例
会
を
行
い
ま
す
。

そ
の
時
は
こ
の
会
報
を
ご
覧
の
北
海
道
在
住
の

方
々
、
一
人
で
も
多
く
の
者
に
ご
出
席
い
た
だ

け
る
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

事
務
局　

石
岡　

至
信
（
商
昭
60
卒
）

〒
０
０
４
―

０
８
７
４

札
幌
市
清
田
区
平
岡
４
条
６
丁
目
３
―
１

☎
０
１
１
―

８
８
６
―

３
８
７
０

名
古
屋
支
部
の
活
動
紹
介

支
部
長　

正
田　

要
一
（
商
昭
52
卒
）

進
交
会
名
古
屋
支
部
は
、
50
年
以
上
に
わ
た

り
、
定
時
総
会
・
懇
親
会
を
毎
年
開
催
し
て
き

ま
し
た
が
、
平
成
30
年
10
月
が
最
後
の
開
催
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
10
月
は
、
大
型
台

風
接
近
の
た
め
、
や
む
な
く
延
期
と
し
ま
し
た
。

令
和
2
年
早
々
に
開
催
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に

よ
り
、
二
度
も
会
場
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
何
と
か
開
催
し
よ
う
と
す
る

焦
り
が
、
一
度
な
ら
ず
二
度
ま
で
も
キ
ャ
ン
セ

ル
し
、
お
店
に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
。
せ
め
て
も
の
穴
埋
め
に
、
と
幹
事
だ

け
で
集
ま
り
利
用
は
致
し
ま
し
た
。

大
学
及
び
進
交
会
事
務
局
の
ご
紹
介
の
お
陰

で
、
東
海
テ
レ
ビ
、
名
古
屋
鉄
道
、
中
日
新
聞

社
な
ど
に
入
社
し
た
新
入
社
員
の
方
か
ら
挨
拶

の
ご
連
絡
は
い
た
だ
き
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、

総
会
・
懇
親
会
を
開
催
で
き
な
い
た
め
、
会
員

に
紹
介
も
で
き
ず
、
累
積
の
未
紹
介
人
材
は
相

当
数
に
な
り
ま
す
。

は
る
か
以
前
に
、出
席
し
た
支
部
の
懇
親
会

の
後
に
、先
輩
方
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
い

た
二
次
会
の
席
は
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。マ
マ

さ
ん
へ
の〝
ポ
チ
袋
を
渡
し
な
が
ら
優
遇
を
頼

む
テ
ク
ニ
ッ
ク
〟や〝
壁
に
か
け
て
あ
る
絵
画
〟

の
見
方
な
ど
、
高
度
教
育
を
受
け
た
実
感
は
忘

れ
ま
せ
ん
。

名
古
屋
支
部
で
は
、
Y
校
卒
・
市
大
卒
を
分

け
隔
て
な
く
、
進
交
会
会
員
と
し
て
対
応
し
て

い
ま
す
。
そ
の
心
は
『
数
の
確
保
』
に
あ
り
ま

す
。
支
部
と
し
て
永
続
す
る
に
は
、
ま
ず
は

〝
数
〟
と
認
識
し
ま
す
。

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
日
常
生
活

が
戻
っ
た
折
に
は
、
安
心
し
て
支
部
の
懇
親
会

を
開
催
し
、
後
輩
た
ち
に
先
輩
か
ら
受
け
た
高

度
教
育
の
教
え
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

近
畿
進
交
会
の
活
動
紹
介

会
長　

麻
野　

広
行
（
商
昭
50
卒
）

近
畿
進
交
会
は
、
「
会
員
の
皆
様
が
青
春
を

横
浜
で
過
ご
さ
れ
た
仲
間
と
し
て
語
り
合
え
る

同
窓
会
に
な
れ
る
よ
う
継
続
的
に
活
動
し
ま
す
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
私
達
は
一
期
一
会
の

ご
縁
を
大
切
に
し
ま
す
。
近
畿
進
交
会
会
則

（
第
1
章
〜
第
8
章
）
を
紹
介
し
ま
す
。

第
１
章
総
則
よ
り
設
立
は
昭
和
57
年
1
月
26

日
に
て
近
畿
進
交
会
へ
の
改
称
は
平
成
13
年
1

月
（
創
立
30
年
に
て
）
と
す
る
。
第
２
章
目
的

及
び
事
業
よ
り
、
こ
の
会
は
会
員
相
互
の
親
交

を
図
る
と
共
に
母
校
並
び
に
進
交
会
本
部
と
の

連
絡
や
情
報
交
換
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
機
関

紙
「
し
ん
こ
う
」
を
発
行　

第
３
章
会
員
よ
り

正
会
員
と
は
、
横
浜
市
立
大
学
及
び
Y
校
（
横

浜
市
立
横
浜
商
業
高
等
学
校
）
並
び
に
各
校
の

前
身
校
（
Ｙ
専
）
の
卒
業
生
で
近
畿
地
区
に
在

住
も
し
く
は
在
勤
す
る
も
の
と
し
ま
す
。　

第

４
章
運
営
費
（3000

円
/
年
）
、　

第
５
章
役

員
及
び
任
務
よ
り
会
長
・
副
会
長
・
事
務
局
長

・
編
集
長
・
常
任
幹
事
・
幹
事
・
会
計
監
査
・

相
談
役
・
顧
問
の
役
員
を
置
く
。

こ
の
会
の
役
員
の
任
期
は
2
ケ
年
と
し
再
任

を
妨
げ
な
い
。　

第
６
章
会
議
で
は
、
正
副
会

長
打
合
せ
や
幹
事
会
（
3
回
/
年
程
度
）
と
編

集
会
議
（
2
回
/
年
程
度
）
の
開
催
と
す
る
。

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
集
い
」
を
開
催
（
1
回
/
年
）
し
同
時
に
総

会
を
実
施
す
る
。　

第
７
章
会
計
よ
り
総
会
と

「
し
ん
こ
う
」
に
て
会
計
監
査
の
意
見
を
付
け

会
員
に
報
告
す
る
こ
と
を
定
め
る
。　

第
８
章

会
則
の
改
定
。

祝
・
芥
川
賞
！
李
琴
峰

 

『
彼
岸
花
が
咲
く
島
』

王

維
美
（
商
昭
62
卒
）

第
１
６
５
回
芥
川
龍
之
介
賞
が
発
表
さ
れ
、

台
湾
出
身
の
作
家
李
琴
峰
さ
ん
の
『
彼
岸
花
が

咲
く
島
』
が
受
賞
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
台
湾

出
身
者
に
よ
る
芥
川
賞
の
獲
得
は
初
め
て
で
す
。

同
じ
出
身
地
の
私
も
誇
り
高
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。母

国
語
で
な
い
日
本
語
で
、
日
本
文
学
で
最

高
の
登
竜
門
と
言
わ
れ
る
賞
を
獲
得
で
き
た
の

は
、
真
に
李
さ
ん
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
よ
る

も
の
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
語
学
の
勉
強
は
地

味
な
努
力
と
熱
意
が
な
け
れ
ば
達
成
で
き
な
い

も
の
で
す
。
李
さ
ん
は
台
湾
大
学
中
文
系
を
卒

業
し
た
経
歴
か
ら
、
中
国
語
の
造
詣
も
深
く
、

身
に
付
け
た
教
養
で
日
本
文
学
に
没
頭
し
、
そ

れ
が
今
日
の
成
功
に
繋
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

李
さ
ん
を
見
て
、
同
じ
台
湾
人
と
し
て
、
光
栄

に
思
う
と
同
時
に
自
分
に
対
し
赤
面
の
至
り
で

す
。
私
も
日
本
語
を
勉
強
し
始
め
て
か
ら
長
い

年
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、
と
て
も
李
さ
ん
の
足

元
に
も
及
び
ま
せ
ん
。
私
は
常
に
そ
の
言
葉
の

正
確
性
に
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
で
も
、
李

さ
ん
は
努
力
を
積
み
重
ね
、
そ
の
不
安
を
一
つ

一
つ
消
し
て
い
っ
て
、
誇
り
高
き
賞
を
入
手
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
す
。
私
は
日
本
語
を
話
し
て
い

る
時
、
い
つ
も
文
法
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
な
ど
、
そ

の
言
葉
が
正
し
い
か
ど
う
か
悩
ま
さ
れ
て
い
る

も
の
の
心
の
ど
こ
か
に
「
外
国
人
だ
か
ら
多
少

間
違
っ
て
も
大
目
に
見
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
」

と
、
甘
え
が
あ
り
ま
す
。
当
然
、
成
果
も
大
き

く
変
わ
っ
て
く
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

李
さ
ん
の
成
功
を
心
よ
り
喜
ん
で
、
こ
れ
か

ら
私
も
含
め
、
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
方
も
、

日
本
留
学
を
目
指
し
て
い
る
方
も
、
李
さ
ん
を

鏡
と
し
て
精
進
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

来賓として二見市大理事長、丸山進交会常務理事、市大事務局
鎌倉様をお迎えして令和元年度近畿進交会総会・集いを開催。
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同
窓
生
だ
よ
り

第
十
三
回
「
鴎
走
会
総
会
」
開
催

岩
崎　

正
義
（
商
昭
47
卒
）

五
月
二
十
九
日
（
土
）
に
進
交
会
館
の
大
会

議
室
で
第
十
三
回
「
鴎
走
会
」
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
「
鴎
走
会
」
は
Ｙ
専
と
市
大
の
陸
上

競
技
部
が
創
設
八
十
周
年
迎
え
た
こ
と
を
記
念

し
て
、
競
技
会
で
の
応
援
や
金
銭
的
支
援
を
目

的
に
、
二
〇
〇
九
年
に
設
立
さ
れ
た
陸
上
競
技

部
の
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
会
で
す
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
鴎
走
会
総
会
を
開
催

で
き
ず
、
会
員
か
ら
は
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
前

年
度
の
決
算
と
予
算
の
承
認
を
得
ま
し
た
。
今

年
は
進
交
会
館
で
の
開
催
が
可
能
と
な
り
、
二

年
ぶ
り
に
集
ま
っ
て
の
総
会
で
し
た
。
コ
ロ
ナ

の
影
響
は
ま
だ
続
い
て
お
り
、
参
加
者
が
十
一

名
と
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
遠
く
は
静
岡
県
掛

川
市
や
茨
城
県
石
岡
市
か
ら
の
会
員
が
出
席
し

た
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
市
岡
会
長
を
始
め
現

役
の
横
市
大
陸
上
競
技
部
主
将
と
副
務
が
出
席

し
、
昨
年
度
の
決
算
報
告
や
今
年
の
予
算
の
承

認
を
経
た
後
、
主
将
か
ら
部
員
各
自
の
今
年
の

目
標
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
鴎
走
会
会
員
か
ら

は
現
役
部
員
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
活
発
な
意

見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
後
、
み
な
と
倶
楽
部
に
て
、
昼
食
会
が

開
催
さ
れ
、
和
や
か
な
歓
談
の
後
、
解
散
し
ま

し
た
。
み
な
と
倶
楽
部
で
は
テ
ー
ブ
ル
に
ア
ク

リ
ル
板
を
設
置
し
て
飛
沫
防
止
を
図
る
な
ど
コ

ロ
ナ
対
策
を
取
っ
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

鴎
走
会
事
務
局

税
務
会
計
専
門
家
の
集
い（
青
葉
会
）

青
葉
会
幹
事
：
岡
﨑　

隆
造
（
商
昭
51
卒
）、

　
　
　
　
　
　
　

金
谷　
　

直
（
商
昭
60
卒
）

日
頃
か
ら
付
き
合
い
の
あ
る
会
計
士
仲
間
を

母
体
と
し
て
8
年
前
に
発
足
し
、
現
在
で
は
、

税
理
士
、
会
計
士
に
止
ま
ら
ず
、
広
く
企
業
向

け
コ
ン
サ
ル
を
行
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も
参
加

し
、
年
2
回
横
浜
中
華
街
の
青
葉
新
館
（
市
大

卒
の
楊
税
理
士
の
お
姉
さ
ん
が
経
営
）
に
て
美

味
な
台
湾
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
各
自

の
近
況
報
告
や
業
界
の
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
す
（
過
去
2
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
）
。

今
ま
で
に
会
計
関
連
の
三
浦
先
生
、
張
先
生
、

黒
木
先
生
に
止
ま
ら
ず
、
川
内
先
生
、
中
條
先

生
、
大
澤
先
生
に
も
ご
参
加
頂
き
、
市
大
事
情

や
学
生
気
質
な
ど
の
貴
重
な
お
話
を
お
伺
い
す

る
機
会
も
得
て
い
ま
す
。

さ
て
、
現
在
、
市
大
卒
業
生
の
所
属
ゼ
ミ
、

部
活
や
業
界
等
の
限
ら
れ
た
繋
が
り
を
卒
業
生

全
体
に
面
展
開
し
て
組
織
化
し
た
い
意
向
が
あ

る
と
了
解
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ン
サ
ル
的
な
立

場
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
ま
し
て
は
、
市
大

卒
業
生
の
特
徴
と
し
て
地
味
な
が
ら
生
真
面
目

な
方
々
が
多
い
（
？
）
と
の
前
提
に
た
ち
ま
す

と
、
自
然
科
学
、
人
文
科
学
の
分
野
に
て
卒
業

生
が
興
味
を
抱
く
よ
う
な
ウ
エ
ブ
講
座
を
有
料

で
定
期
的
に
開
催
し
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し

て
卒
業
生
に
母
校
の
現

状
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
も
有
効
な
手

段
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
青
葉
会
に
ご
興

味
が
あ
る
方
は
、
是
非

ご
連
絡
下
さ
い
。

市大同窓会総会2021
お知らせ

日時　令和3年10月30日（土）
　　　午前11時～12時30分
場所　進交会館3階会議室
＊�オンライン（zoom）併用し
ます。詳細はHPをご覧くだ
さい。
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☎045-242-1320　☎045-262-4026（不動産部）

一級建築士事務所

株式会社タテシン

麺処 おおぎ（進交会館１階）
うどんと酒肴

◎馬車道・横浜市役所前店(進交会館１Ｆ）
　横浜市中区相生町６－１１１　電話 ０４５－６８１－２１５２

◎大通り公園前本店
　横浜市中区蓬莱町１－１－３
　電話　０４５－２４３－０３９０

◎常磐町店
　横浜市中区常磐町３－２２－３   
　電話　０４５－２３２－４０４０　　

商業施設・オフィス・リノベーション・設計施工tatesin

会 長  渡 辺 清 和
（Y校 昭和45年卒　バドミントン部）

〒 232-0022 横浜市南区高根町4-29
☎045-242-1320　☎045-262-4026（不動産部）

一級建築士事務所

株式会社タテシン

麺処 おおぎ（進交会館１階）
うどんと酒肴

◎馬車道・横浜市役所前店(進交会館１Ｆ）
　横浜市中区相生町６－１１１　電話 ０４５－６８１－２１５２

◎大通り公園前本店
　横浜市中区蓬莱町１－１－３
　電話　０４５－２４３－０３９０

◎常磐町店
　横浜市中区常磐町３－２２－３   
　電話　０４５－２３２－４０４０　　
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編
集
後
記


菊
香
る
候
、
進
交
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
、
進
交
会
報
第
87
号
を
Y
校
版
と
市
大

版
の
分
冊
発
行
と
し
ま
し
た
。
進
交
会
理
事
長

挨
拶
の
通
り
、
一
人
で
も
多
く
の
会
員
に
お
読

み
い
た
だ
き
、
母
校
愛
を
深
め
、
進
交
会
（
同

窓
会
）
へ
の
意
識
高
揚
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

進
交
会
報
が
会
員
の
情
報
交
流
に
役
立
ち
、
併

せ
て
、
進
交
会
館
み
な
と
倶
楽
部
が
会
員
の
皆

様
の
交
流
の
場
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
お

り
ま
す
。
分
冊
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
同

封
し
ま
し
た
の
で
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
等
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
進
交
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
新
し
、

進
交
会
の
名
称
の
由
来
と
と
も
に
、
Y
校
版
・

市
大
版
の
両
方
を
掲
載
し
ま
し
た
。
市
大
版
に

は
、
来
る
横
浜
市
大
百
周
年
に
向
け
て
「
Ｙ
専

の
歴
史
」
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

一
読
の
ほ
ど
お
勧
め
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
三
年
二
月
に
、長
く
進
交
会
報
編
集
委

員
を
さ
れ
た
嶋
田
信
子
様（
Ｙ
校
昭
和
33
年
卒
）

が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。紙
面
を
お
借
り
し
て
、

長
年
の
ご
尽
力
に
深
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
や
進
交
会
活
動
の
再
開
、

皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

末
尾
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
寄
稿
・
広
告
掲

載
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
か
ら
会
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
報
・
Ｈ
Ｐ
委
員
長

桑
原
正
子
（
市
大
文
昭
41
卒
）

訃
報

平
成
16
年

松

尾

修

三
（
昭
31
商
）

平
成
18
年

有

馬

正

秀
（
昭
24
医
専
）

平
成
26
年

石

井

悟

（
昭
22
専
）

平
成
27
年

池

田

宏

（
昭
37
理
）

前

川

泰

彦
（
昭
44
商
）

平
成
28
年

石

井

敏

昭
（
昭
23
専
）

三

木

宏

城
（
昭
26
医
）

前

田

一

郎
（
昭
31
商
）

前

山

武

徳
（
昭
31
商
）

臼

井

一

隆
（
昭
33
商
）

堀

井

吾

朗
（
昭
60
化
）

角

田

静

香
（
平
14
看
）

平
成
29
年

吉

村

彰

夫
（
昭
28
商
）

井

村

年

晴
（
昭
30
医
大
）

山

崎

輝

雄
（
昭
31
商
）

藤

島

孝
太
郎
（
昭
34
商
）

井

田

誠

二
（
昭
35
理
）

鬼

頭

登

（
昭
37
理
）

納

堂

昌

哉
（
昭
38
文
）

奥

泉

博

（
昭
38
理
）

岡

田

宏

美
（
昭
41
商
）

風

間

雅

子
（
昭
48
文
）

丸

浜

江
里
子
（
昭
49
文
）

浦

田

昌

美
（
昭
53
文
）

平
成
30
年

宇

山

豊

春
（
昭
24
専
）

秋

浜

雅

彦
（
昭
30
商
）

後

藤

徹

（
昭
30
商
）

上

村

道

芳
（
昭
33
商
）

大

石

俊

雄
（
昭
35
商
）

佐

藤

雍
之
介
（
昭
35
商
）

竹

村

日
出
夫
（
昭
37
文
）

水

本

洋

一
（
昭
39
商
）

木

村

さ
よ
子
（
昭
46
一
看
）

山

﨑

泰

男
（
昭
48
文
）

平
成
31
年

北

村

芳

雄
（
昭
16
専
）

工

藤

順

弘
（
昭
25
医
専
）

黒

崎

利

保
（
昭
28
商
）

井

村

哲

也
（
昭
39
医
）

小
金
井

義

弘
（
昭
40
文
）

令
和
元
年

勝

俣

保

治
（
昭
27
商
）

小

川

達

雄
（
昭
29
商
）

長

尾

伸

（
昭
31
文
）

佐

藤

治

雄
（
昭
35
商
）

遠

山

元

（
昭
35
商
）

江

端

広

司
（
昭
36
商
）

勝

部

隆

二
（
昭
36
文
）

棚

橋

義

一
（
昭
41
商
）

菅

田

弦

（
昭
42
文
）

中

村

友

博
（
昭
46
文
）

大

内

清

博
（
昭
48
文
）

令
和
2
年

重

田

富
太
郎
（
昭
17
専
）

谷

口

政

已
（
昭
17
専
）

岩

井

平
一
郎
（
昭
19
専
）

大

塚

寿

一
（
昭
23
専
）

望

月

明

（
昭
24
専
）

金

子

弘

志
（
昭
29
商
）

斉

藤

進

（
昭
30
商
）

西

村

暁

（
昭
30
商
）

松

嶋

和

年
（
昭
30
商
）

沖

正

夫
（
昭
31
商
）

辻

野

富

子
（
昭
31
商
）

磯

部

豊

（
昭
32
商
）

野

崎

朋

和
（
昭
32
商
）

畑

野

嘉

一
（
昭
32
文
）

浜

田

純

二
（
昭
33
商
）

渡

辺

昌

夫
（
昭
33
商
）

今

井

君

代
（
昭
33
文
）

原

田

哲

郎
（
昭
33
文
）

市

川

俊

雄
（
昭
34
商
）

岡

本

公

明
（
昭
34
商
）

掛

田

信

子
（
昭
34
文
）

大

島

淳

（
昭
35
商
）

細

矢

徹

（
昭
35
商
）

鈴

木

充

（
昭
36
商
）

南

部

明

稔
（
昭
36
商
）

赤

井

健

二
（
昭
37
商
）

森

田

上

（
昭
37
医
）

大

石

八
洲
夫
（
昭
38
商
）

翁

長

自

隆
（
昭
39
商
）

市

川

秀

子
（
昭
39
文
）

石

田

徹

玄
（
昭
40
商
）

竹

下

明

男
（
昭
40
商
）

瀧

崎

紘
一
郎
（
昭
40
文
）

吉

村

淳

（
昭
40
文
）

足

立

正

明
（
昭
40
医
）

越

村

道

夫
（
昭
41
商
）

木

村

素

子
（
昭
41
文
）

市

川

信

敬
（
昭
42
文
）

小

田

豊

（
昭
43
文
）

宇
津
木

茂

男
（
昭
44
商
）

岸

田

郁

弘
（
昭
44
商
）

林

文

夫
（
昭
46
商
）

谷

賢

治
（
昭
46
医
）

舮

居

啓

次
（
昭
62
商
）

吉

川

節

子
（
昭
63
商
）

令
和
3
年

新

堀

豊

彦
（
昭
29
商
）

野

地

武

（
昭
31
医
）

浅

場

敏

男
（
昭
32
商
）

黒

沢

敦

（
昭
32
商
）

酒

井

徹

（
昭
32
商
）

西

口

一

久
（
昭
34
理
）

一

柳

俊

夫
（
昭
38
文
）

中

田

洋
一
郎
（
昭
41
生
）

足

立

喜

一
（
昭
43
医
）

柳

川

美
恵
子
（
昭
47
化
）

不
明

大

関

興

己
（
昭
6
専
）

堀

健

一
（
昭
25
医
専
）

西

公

基
（
昭
36
文
）




